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(57)【要約】
　第１のＣｏＭＰ ｅＮＢがダイナミック制御情報（Ｄ
ＣＩ）の第１の集合を構成する。上記ＤＣＩの第１の集
合は、上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢにより独立的に構成
される。上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記ＤＣＩの
第１の集合を上記ＣｏＭＰ ＵＥに送信する。上記ＤＣ
Ｉの第１の集合は、上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢが上記
第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと関連されるＰＤＳＣＨの独立
的なスケジューリングを遂行することを許可する独立的
なＤＬ割り当てを含む。第２のＣｏＭＰ ｅＮＢがＤＣ
Ｉの第２の集合を構成する。上記ＤＣＩの第２の集合は
、上記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢにより独立的に構成され
る。また、上記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記ＤＣＩ
の第２の集合を上記ＣｏＭＰ ＵＥに送信する。上記Ｄ
ＣＩの第２の集合は、上記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが上
記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢと関連されるＰＤＳＣＨの独
立的なスケジューリングを遂行することを許可する独立
的なＤＬ割り当てを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ユーザ端末機（ＵＥ）と二つ又はそれ以上のＣｏＭＰ
 ｅノードＢ（ｅＮＢ）との間のｅＮＢ間のＣｏＭＰジョイント送信（ＪＴ）を実行する
方法であって、
　前記二つ又はそれ以上のＣｏＭＰ ｅＮＢのうち、第１のＣｏＭＰ ｅＮＢがダイナミッ
ク制御情報（ＤＣＩ）の第１の集合を構成するステップであって、前記ＤＣＩの第１の集
合は、前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢにより独立的に構成される、ステップと、
　前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢが前記ＤＣＩの第１の集合を前記ＣｏＭＰ ＵＥに送信する
ステップであって、前記ＤＣＩの第１の集合は、前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢが前記第１
のＣｏＭＰ ｅＮＢと関連される物理ダウンリンク共有チャンネル（ＰＤＳＣＨ）の独立
的なスケジューリングを遂行することを許可する独立的なダウンリンク（ＤＬ）割り当て
を含む、ステップと、
　前記二つ又はそれ以上のＣｏＭＰ ｅＮＢのうち、第２のＣｏＭＰ ｅＮＢがＤＣＩの第
２の集合を構成するステップであって、前記ＤＣＩの第２の集合は、前記第２のＣｏＭＰ
 ｅＮＢにより独立的に構成される、ステップと、
　前記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが前記ＤＣＩの第２の集合を前記ＵＥに送信するステップ
であって、前記ＤＣＩの第２の集合は、前記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが前記第２のＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢと関連されるＰＤＳＣＨの独立的なスケジューリングを遂行することを許可す
る独立的なダウンリンク（ＤＬ）割り当てを含む、ステップとを含むことを特徴とする方
法。
【請求項２】
　前記二つ又はそれ以上のＣｏＭＰ ｅＮＢの各々は、同一のキャリアで前記ＵＥに単一
トランスポートブロック（ＴＢ）を送信するように構成され、前記トランスポートブロッ
クの各々は、前記二つ又はそれ以上のＣｏＭＰ ｅＮＢの各々が前記ＵＥに単一ＴＢを送
信していることを識別するコードワードにマッピングされ、各ＴＢは、前記ＴＢを送信す
るｅＮＢと関連されるＰＤＳＣＨにより伝送されることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記二つ又はそれ以上のｅＮＢの各々は、同一のキャリアで前記ＵＥに二つのトランス
ポートブロック（ＴＢ）を送信するように構成されることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　前記トランスポートブロックの各々は、前記二つ又はそれ以上のＣｏＭＰ ｅＮＢの各
々により前記ＵＥに送信される第２のＴＢと第１のＴＢを区別するコードワードにマッピ
ングされ、少なくとも一つのＴＢは、前記ＴＢを送信するｅＮＢと関連されるＰＤＳＣＨ
により伝送されることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　新たな送信モードの構成によりｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴを開始するステップをさらに
含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥが単一キャリアに対する複数の送信モードの同時構成を認識する場合、ｅＮＢ
間のＣｏＭＰ ＪＴを開始するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項７】
　協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ユーザ端末機（ＵＥ）と二つ又はそれ以上のＣｏＭＰ
ｅノードＢ（ｅＮＢ）との間のｅＮＢ間のＣｏＭＰを実行する方法であって、
　前記ＣｏＭＰ ＵＥを前記二つ又はそれ以上のｅＮＢのうち、基本ＣｏＭＰ ｅＮＢと関
連される第１のセル無線ネットワーク臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）で構成するステップと
、
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　前記ＣｏＭＰ ＵＥを前記二つ又はそれ以上のｅＮＢのうち、補助ＣｏＭＰ ｅＮＢと関
連される第２のＣ－ＲＮＴＩで構成するステップと、
　前記ＣｏＭＰ ＵＥが少なくとも前記第１のＣ－ＲＮＴＩ及び第２のＣ－ＲＮＴＩに基
づいて物理ダウンリンク制御チャンネル／向上した物理ダウンリンク制御チャンネル（Ｐ
ＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ）に対するＣｏＭＰ ＵＥ特定検索空間、前記二つ又はそれ以上
のｅＮＢの各ｅＮＢに対するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのサイクリックリダンダンシーチ
ェック（ＣＲＣ）のスクランブリング、又は前記二つ又はそれ以上のｅＮＢの各ｅＮＢに
対する物理ダウンリンク共有チャンネル（ＰＤＳＣＨ）のスクランブリングのうち少なく
とも一つを決定するステップと、を含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢが第２のＣｏＭＰに対する特定Ｃ－ＲＮＴＩを決定するステ
ップは、
　前記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢが前記特定Ｃ－ＲＮＴＩを選択するステップと、
　前記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢが前記特定Ｃ－ＲＮＴＩを前記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢに転送す
るステップと、
　前記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢが前記特定Ｃ－ＲＮＴＩを前記ＣｏＭＰ ＵＥに送信されるｅ
ＮＢ間のＣｏＭＰ上位階層構成メッセージに含めるステップと、を含むことを特徴とする
請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢが前記補助ＣｏＭＰに対する特定Ｃ－ＲＮＴＩを決定するス
テップは、
　前記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢが前記特定Ｃ－ＲＮＴＩを前記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢに転送す
るステップであって、前記特定Ｃ－ＲＮＴＩは、前記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢと前記ＣｏＭ
Ｐ ＵＥ間のデータ送信のために使用される、ステップと、
　前記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢから前記特定Ｃ－ＲＮＴＩを受信した後、前記補助ＣｏＭＰ 
ｅＮＢが前記特定Ｃ－ＲＮＴＩを検査して前記Ｃ－ＲＮＴＩが前記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢ
により現在サービスされている他のＵＥにより以前に使用されたかを決定するステップと
、
　前記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢが前記特定Ｃ－ＲＮＴＩが他のＵＥに対して現在使用されて
いると決定する場合、前記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢは、前記ＣｏＭＰ ＵＥに対する新たなＣ
－ＲＮＴＩを選択し、前記新たなＣ－ＲＮＴＩを前記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢに転送して前
記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢが前記ＣｏＭＰ ＵＥに送信されるｅＮＢ間のＣｏＭＰ上位階層構
成メッセージに前記新たなＣ－ＲＮＴＩを含むことができるようにするステップと、
　前記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢが前記特定Ｃ－ＲＮＴＩが前記他のＵＥのために現在使用さ
れていないと決定する場合、前記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢは、前記特定Ｃ－ＲＮＴＩの受信
の認知（acknowledgement）を前記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢに送信するステップと、を含むこ
とを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも、各々がｅノードＢ（ｅＮＢ）間の協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ジョイ
ント送信（ＪＴ）に参加している第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと第２のＣｏＭＰ ｅＮＢ間の物
理リソースブロック（ＰＲＢ）を割り当て、前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢに対して割り当
てられる一つ又はそれ以上のＰＲＢの第１の集合が前記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢに対して
割り当てられる一つ又はそれ以上のＰＲＢの第２の集合とオーバーラップされないように
する方法であって、
　前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢから第２のＣｏＭＰ ｅＮＢに前記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢ
が第２のＣ－ＲＮＴＩを使用してＣｏＭＰユーザ端末機（ＵＥ）とのデータ送信をスケジ
ュールするのに使用してはならないＰＲＢの指示された集合を識別するメッセージを送信
するステップと、
　前記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが前記ＣｏＭＰ ＵＥとのデータ送信のための前記変調基準
信号（ＤＭ－ＲＳ）ポートを選択するステップと、
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　前記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが前記ＣｏＭＰ ＵＥに前記ＰＲＢの指示された集合を含ま
ないＰＲＢを使用してデータを送信するステップと、を含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢは、前記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢに対して、前記ＣｏＭＰ 
ＵＥにより測定された信号測定メトリックよりも高い前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢに対し
て、前記ＣｏＭＰ ＵＥにより測定された信号測定メトリックに基づいて前記第２のＣｏ
ＭＰ ｅＮＢに対する前記ＰＲＢの指示された集合を識別することができ、前記第２のＣ
ｏＭＰ ｅＮＢは、前記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴに参加していない他のＵＥに対する前記
ＰＲＢの指示された集合を使用することを特徴とする請求項１０に記載の前記方法。
【請求項１２】
　前記ＰＲＢの指示された集合は、少なくとも前記ＰＲＢのサブフレームのサブ集合に対
するものであることを特徴とする請求項１０に記載の前記方法。
【請求項１３】
　前記ＰＲＢの指示された集合のサブフレームは、第１の集合のサブフレームと第２の集
合のサブフレームに分割され、前記第１の集合のサブフレームは、前記第１のＣｏＭＰ 
ｅＮＢにより前記ＣｏＭＰ ＵＥに対するデータ送信のために使用され、前記第２の集合
のサブフレームは、前記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢにより前記ＣｏＭＰ ＵＥに対するデータ
送信のためにのみ使用されることを特徴とする請求項１０に記載の前記方法。
【請求項１４】
　前記第１の集合のサブフレーム及び前記第２の集合のサブフレームは、ＡＢＳ（almost
 blank subframe）パターンメッセージに基づいて分割されることを特徴とする請求項１
３に記載の前記方法。
【請求項１５】
　前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢから第２のＣｏＭＰ ｅＮＢへのメッセージは、前記ＣｏＭ
Ｐ ＵＥに割り当てられることができるＰＲＢに対する送信階層の最大個数を含むことを
特徴とする請求項１０に記載の前記方法。
【請求項１６】
　ｅノードＢ（ｅＮＢ）間の協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ジョイント送信（ＪＴ）に
参加する第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが物理リソースブロック（ＰＲ
Ｂ）を独立的に割り当てる方法であって、
　ＣｏＭＰ ｅＮＢ ＪＴ参加前に、前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢに対して、ＣｏＭＰユー
ザ端末機（ＵＥ）とのデータ送信のために構成される変調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）ポート
の第１の集合を予め決定し、ＣｏＭＰ ｅＮＢ ＪＴ参加前に、前記第２のＣｏＭＰ ｅＮ
Ｂに対して、前記ＣｏＭＰ ＵＥとのデータ送信のために構成されるＤＭ－ＲＳポートの
第２及び異なる集合を予め決定するステップであって、前記ＤＭ－ＲＳポートは、物理リ
ソースブロック（ＰＲＢ）を少なくとも部分的にオーバーラップさせることによって使用
されるポートを含む、ステップと、
　前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢが前記ＣｏＭＰ ＵＥに対するデータ送信を前記ＤＭ－ＲＳ
ポートの第１の集合を使用してスケジューリングするステップと、
　前記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが前記ＣｏＭＰ ＵＥに対するデータ送信を前記ＤＭ－ＲＳ
ポートの第２の集合を使用してスケジューリングするステップと、を含むことを特徴とす
る方法。
【請求項１７】
　前記ＤＭ－ＲＳポートの第１の集合と前記ＤＭ－ＲＳポートの第２の集合は、直交する
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢ及び第２のＣｏＭＰ ｅＮＢに対するＤＭ－ＲＳポートは、
前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢ及び第２のＣｏＭＰ ｅＮＢの各々に対するデセイブルリソー
スブロックの指示及び前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢ及び第２のＣｏＭＰ ｅＮＢの各々に対
して使用される前記ＤＭ－ＲＳポートを指示する新規データ指示子（ＮＤＩ）を含むダウ
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ンリンク制御情報（ＤＣＩ）からの指示に基づいて予め決定されることを特徴とする請求
項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと第２のＣｏＭＰ ｅＮＢの各々によりＰＲＢ別に送信され
る送信階層の最大個数は、１、２又は４であり、前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと第２のＣ
ｏＭＰ ｅＮＢが前記ＣｏＭＰ ＵＥにデータを送信するために使用されるＰＲＢの送信階
層の和は、前記ＣｏＭＰ ＵＥの能力を超過しないことを特徴とする請求項１６に記載の
方法。
【請求項２０】
　前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが各々前記ＣｏＭＰ ＵＥに一つ
の空間階層を送信している場合、前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと第２のＣｏＭＰ ｅＮＢは
、前記ＣｏＭＰ ＵＥに同一のダウンリンクＰＲＢに合せて前記データ送信を調整するス
テップをさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ユーザ端末機（ＵＥ）と二つ又はそれ以上のＣｏＭＰ
ｅノードＢ（ｅＮＢ）との間のｅＮＢ間のＣｏＭＰジョイント送信（ＪＴ）を実行し、請
求項１に定義されているような方法を遂行するように配列される装置。
【請求項２２】
　協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ユーザ端末機（ＵＥ）と二つ又はそれ以上のＣｏＭＰ
ｅノードＢ（ｅＮＢ）との間のｅＮＢ間のＣｏＭＰを実行し、請求項７に定義されている
ような方法を遂行するように配列される装置。
【請求項２３】
　少なくとも、各々がｅノードＢ（ｅＮＢ）間の協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ジョイ
ント送信（ＪＴ）に参加する第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと第２のＣｏＭＰ ｅＮＢ間の物理リ
ソースブロック（ＰＲＢ）を割り当て、前記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢに対して割り当てら
れた一つ又はそれ以上のＰＲＢの第１の集合が前記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢに対して割り
当てられた一つ又はそれ以上のＰＲＢの第２の集合とオーバーラップされないようにし、
請求項１０に定義されているような方法を遂行するように配列される装置。
【請求項２４】
　ｅノードＢ（ＮＢ）間の協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ジョイント送信（ＪＴ）に参
加する第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが物理リソースブロック（ＰＲＢ
）を独立的に割り当て、請求項１６に定義されているような方法を遂行するように配列さ
れる装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、無線通信システムに関し、特にｅノードＢ間の協調マルチポイントジョイント
送信（inter-eNode B coordinated multipoint joint transmission）を含む無線通信シ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｒｅｌ.１１で、３ＧＰＰは、ユーザ端末機（user equipment：ＵＥ）が複数の送信ポ
イント（transmission point：ＴＰ）又はｅノードＢ（ｅＮＢ）からの信号受信を許可す
るロングタームエボリューション（Long Term Evolution：ＬＴＥ）に対する協調マルチ
ポイント（coordinated multipoint：ＣｏＭＰ）技術を標準化した。Ｒｅｌ－１１サイト
間のＣｏＭＰは、理想的なバックホール（backhaul）（例えば、ファイバ）を仮定して設
計され、上記理想的なバックホールでレイテンシー（latency）は、無視してもよい程度
で、上記バックホール能力は、イッシュー（issue）ではなかった。上記理想的なバック
ホール仮定のもとでは、中央集中制御器／スケジューラがＣｏＭＰに参加している全ての
ＴＰ又はｅＮＢの決定をスケジューリングする中央集中制御器／スケジューラアーキテク
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チャを具現することが実現可能であった。また、上記理想的なバックホールが異なるサイ
トのスケジューラ間の非常にタイトな協調を可能にする場合、分散スケジューラアーキテ
クチャを具現することも実現可能であった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本開示は、協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ユーザ端末機（ＵＥ）と二つ又はそれ以上
のＣｏＭＰｅノードＢ（ｅノードＢ）との間のｅノードＢ間のＣｏＭＰジョイント送信の
ため方法及びシステムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の実施形態で、協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ユーザ端末機（ＵＥ）と二つ又は
それ以上のＣｏＭＰ ｅノードＢ（ｅＮＢ）との間のｅＮＢ間のＣｏＭＰジョイント送信
（ＪＴ）を実行する方法が開示される。上記方法は、二つ又はそれ以上のＣｏＭＰ ｅＮ
Ｂのうち、第１のＣｏＭＰ ｅＮＢがダイナミック制御情報（ＤＣＩ）の第１の集合を構
成することを含む。上記ＤＣＩの第１の集合は、上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢにより独立
的に構成される。また、上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢが上記ＤＣＩの第１の集合を上記Ｃ
ｏＭＰ ＵＥに送信する。上記ＤＣＩの第１の集合は、上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢが上記
第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと関連される物理ダウンリンク共有チャンネル（ＰＤＳＣＨ）の
独立的なスケジューリングを遂行することを許可する独立的なダウンリンク（ＤＬ）割り
当てを含む。また、上記方法は、上記二つ又はそれ以上のＣｏＭＰ ｅＮＢのうち、第２
のＣｏＭＰ ｅＮＢがＤＣＩの第２の集合を構成することを含む。上記ＤＣＩの第２の集
合は、上記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢにより独立的に構成される。また、上記第２のＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢが上記ＤＣＩの第２の集合を上記ＵＥに送信する。上記ＤＣＩの第２の集合は
、上記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが上記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢと関連されるＰＤＳＣＨの独
立的なスケジューリングを遂行することを許可する独立的なダウンリンク（ＤＬ）割り当
てを含む。
【０００５】
　第２の実施形態で、協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ユーザ端末機（ＵＥ）と二つ又は
それ以上のＣｏＭＰｅノードＢ（ｅＮＢ）との間のｅＮＢ間のＣｏＭＰを実行する方法が
開示される。上記方法は、上記ＣｏＭＰ ＵＥを上記二つ又はそれ以上のｅＮＢのうち、
基本ＣｏＭＰ ｅＮＢと関連される第１のセル無線ネットワーク臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴ
Ｉ）で構成することを含む。上記ＣｏＭＰ ＵＥは上記二つ又はそれ以上のｅＮＢのうち
、補助ＣｏＭＰ ｅＮＢと関連される第２のＣ－ＲＮＴＩで構成する。また、上記ＣｏＭ
Ｐ ＵＥは少なくとも上記第１のＣ－ＲＮＴＩ及び第２のＣ－ＲＮＴＩに基づいて物理ダ
ウンリンク制御チャンネル／向上した物理ダウンリンク制御チャンネル（ＰＤＣＣＨ／Ｅ
ＰＤＣＣＨ）に対するＣｏＭＰ ＵＥ特定検索空間、上記二つ又はそれ以上のｅＮＢの各
ｅＮＢに対するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのサイクリックリダンダンシーチェック（ＣＲ
Ｃ）のスクランブリング、又は上記二つ又はそれ以上のｅＮＢの各ｅＮＢに対する物理ダ
ウンリンク共有チャンネル（ＰＤＳＣＨ）のスクランブリングのうち少なくとも一つを決
定する。
【０００６】
　第３の実施形態で、少なくとも第１の協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ｅノードＢ（ｅ
ＮＢ）と第２のＣｏＭＰ ｅＮＢ間の物理リソースブロック（ＰＲＢ）を割り当てる方法
を提供する。上記ＰＲＢは、上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢに対して割り当てられる一つ又
はそれ以上のＰＲＢの第１の集合が上記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢに対して割り当てられる
一つ又はそれ以上のＰＲＢの第２の集合とオーバーラップされないように割り当てられる
。上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと第２のＣｏＭＰ ｅＮＢはそれぞれｅＮＢ間のＣｏＭＰジ
ョイント送信（ＪＰ）に参加している。上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢは上記第２のＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢにメッセージを送信する。上記メッセージは、 上記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが
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上記第２のＣ－ＲＮＴＩを使用してＣｏＭＰユーザ端末機（ＵＥ）とのデータ送信をスケ
ジュールするのに使用してはならないＰＲＢの指示された集合を識別する。上記第２のＣ
ｏＭＰ ｅＮＢは上記ＣｏＭＰ ＵＥとのデータ送信のための上記変調基準信号（ＤＭ－Ｒ
Ｓ）ポートを選択する。上記第２のＣｏＭＰ ｅＮＢは上記ＣｏＭＰ ＵＥに上記ＰＲＢの
指示された集合を含まないＰＲＢを使用してデータを送信する。
【０００７】
　第３の実施形態で、ｅノードＢ（ｅＮＢ）間の協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）ジョイ
ント送信（ＪＴ）に参加する第１のＣｏＭＰ ｅＮＢと第２のＣｏＭＰ ｅＮＢが物理リソ
ースブロック（ＰＲＢ）を独立的に割り当てる方法が開示される。上記方法は、ＣｏＭＰ
 ｅＮＢ ＪＴ参加前に、ＣｏＭＰユーザ端末機（ＵＥ）とのデータ送信のために構成され
る変調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）ポートの第１の集合が上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢに対し
て予め決定される。また、ＣｏＭＰ ｅＮＢ ＪＴ参加前に、上記ＣｏＭＰ ＵＥとのデー
タ送信のために構成されるＤＭ－ＲＳポートの第２の集合が 第２のＣｏＭＰ ｅＮＢに対
して予め決定される。上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢは上記ＣｏＭＰ ＵＥに対するデータ送
信を上記ＤＭ－ＲＳポートの第１の集合を使用してスケジューリングする。上記第２のＣ
ｏＭＰ ｅＮＢは上記ＣｏＭＰ ＵＥに対するデータ送信を上記ＤＭ－ＲＳポートの第２の
集合を使用してスケジューリングする。
【０００８】
　他の技術的な特徴が下記の図面ら、詳細な説明及び請求項より該当技術分野の当業者に
容易に明白になり得る。
【０００９】
　本発明を詳細に説明するのに先立って、本明細書の全般にわたって使用される特定の単
語及び語句の定義を開示することが望ましい。“含む（include）”及び “備える（comp
rise）”という語句だけではなく、その派生語（derivatives thereof）は、限定ではな
く、含みを意味する。“又は（or）”という用語は、“及び／又は（and/or）”の意味を
包括する。“関連した（associated with）”及び“それと関連した（associated therew
ith）”という語句だけではなく、その派生語句は、“含む（include）”、“含まれる（
be included within）”、“相互に連結する（interconnect with）”、“包含する（con
tain）”、“包含される（be contained within）”、“連結する（connect to or with
）”、“結合する（couple to or with）”、“疎通する（be communicable with）”、
“協力する（cooperate with）”、“相互配置する（interleave）”、“並置する（juxt
apose）”、“近接する（be proximate to）”、“接する（be bound to or with）”、
“有する（have）”、及び“特性を有する（have a property of）”などを意味すること
ができる。制御部は、少なくとも１つの動作を制御する装置、システム又はその部分を意
味するもので、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、又は、それらのうちの２
つ以上の組合せで実現することができる。特定の制御部に関連する機能は、集中している
か、あるいは近距離、又は遠距離に分散されることもあることに留意すべきである。特定
の単語及び語句に関するこのような定義は、本明細書の全般にわたって規定されるもので
、当業者には、大部分の場合ではなくても、多くの場合において、このような定義がその
ように定義された単語及び語句の先行使用にはもちろん、将来の使用にも適用されるもの
であることが自明である。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　本発明のより完全な理解及びそれに従う利点は、添付された図面とともに考慮すれば、
後述する詳細な説明を参照してより容易に理解できる。また、図面中、同一の参照符号は
、同一であるか又は類似した構成要素を示す。
【００１１】
【図１】本開示による例題無線ネットワークを示す図である。
【図２Ａ】本開示による例題無線送信及び受信経路を示す図である。
【図２Ｂ】本開示による例題無線送信及び受信経路を示す図である。



(8) JP 2016-506690 A 2016.3.3

10

20

30

40

50

【図３】本開示によるＵＥの一実施形態を示す図である。
【図４】本開示によるサイト内のＣｏＭＰを使用する同種ネットワークの一実施形態を示
す図である。
【図５】本開示による同種ネットワークの一実施形態を示す図である。
【図６】本開示による異種ネットワークの一実施形態を示す図である。
【図７】本開示によるデータ経路の一実施形態を示す図である。
【図８Ａ】本開示によるＣＮ分割アーキテクチャの一実施形態を示す図である。
【図８Ｂ】本開示による無線アクセスネットワーク（Radio Access Network：ＲＡＮ）分
割アーキテクチャの一実施形態を示す図である。
【図９】本開示による物理チャンネルプロセシングの概要の一実施形態を示す図である。
【図１０】本開示による上位レベルｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ方法の一実施形態を示す図
である。
【図１１】本開示によるＰＤＳＣＨに対するオーバーラップされないＰＲＢ割り当ての一
実施形態を示す図である。
【図１２】本開示による周波数－ドメイン－基盤ＩＣＩＣリソース割り当ての一実施形態
を示す図である。
【図１３】本開示による時間－ドメイン－基盤ｅＩＣＩＣリソース割り当ての一実施形態
を示す図である。
【図１４】本開示によるＰＤＳＣＨに対する少なくとも部分的にオーバーラップされるＰ
ＲＢ割り当ての一実施形態を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に説明する図１乃至図１４及び本明細書において本発明の原理を説明するために使
用される様々な実施形態は、例示に過ぎず、本発明の範囲を限定するものであると解釈さ
れてはならない。当業者であれば、本発明の原理が適切に配置された無線通信システムで
実現することができるものであることは自明である。
【００１３】
　本開示の実施形態は、中央集中スケジューラ又はタイトなスケジューラ協調が不可能で
あり、上記レイテンシー（latency）が重要でない非理想的バックホール（non-ideal bac
khaul）を使用するｅＮＢ間のＣｏＭＰジョイント送信（ＪＴ）方式に対する向上を提供
する。
【００１４】
　図１は、本開示による例題無線ネットワーク１００を示している。図１に示された無線
ネットワーク１００の実施形態は、例示だけのためであり、無線ネットワーク１００の他
の実施形態は、本開示の範囲から外れることなく使用されることができる。
【００１５】
　図１に示されているように、無線ネットワーク１００は、ｅノードＢ（ｅＮＢ）１０１
、ｅＮＢ１０２及びｅＮＢ１０３を含む。ｅＮＢ１０１は、ｅＮＢ１０２及びｅＮＢ１０
３と通信している。また、ｅＮＢ１０１は、上記インターネット、私有ＩＰネットワーク
、又は他のデータネットワークのような少なくとも一つのインターネットプロトコル（In
ternet Protocol：ＩＰ）ネットワーク１３０と通信している。
【００１６】
　ｅＮＢ１０２は、ｅＮＢ１０２のカバレッジ領域１２０内で第１の複数のユーザ端末機
（ＵＥ）に対して、ネットワーク１３０に対する無線広域アクセスを提供する。第１の複
数のＵＥは、スモールビジネス（small business：ＳＢ）に位置し得るＵＥ１１１、エン
タープライズ（enterprise：Ｅ）に位置し得るＵＥ１１２、ＷｉＦｉホットスポット（Ｈ
Ｓ）に位置し得るＵＥ１１３、第１のレジデンス（residence：Ｒ）に位置し得るＵＥ１
１４、第２のレジデンス（Ｒ）に位置し得るＵＥ１１５、セルラー電話機、無線ラップト
ップ、無線ＰＤＡなどのような移動デバイス（mobile device：Ｍ）であり得るＵＥ１１
６を含む。ｅＮＢ１０３は、ｅＮＢ１０３のカバレッジ領域１２５内で第２の複数のＵＥ
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に対して、ネットワーク１３０に対する無線広域アクセスを提供する。第２の複数のＵＥ
は、ＵＥ１１５及びＵＥ１１６を含む。一部実施形態で、ｅＮＢ１０１－１０３のうち一
つ又はそれ以上は、相互通信でき、５Ｇ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、ＷｉＭＡＸ、又は他のア
ドバンスト（advanced）無線通信技術を使用してＵＥ１１１－１１６と通信できる。
【００１７】
　ネットワークタイプによって、“基地局（base station）”又は“アクセスポイント（
access point）”のような他の公知の用語が“ｅノードＢ（ｅノードＢ）”又は“ｅＮＢ
”の代わりに使用されることができる。便宜上、上記用語“ｅノードＢ”及び“ｅＮＢ”
が本特許明細書で使われて遠隔端末機に無線アクセスを提供するネットワークインフラス
トラクチャーコンポーネントを表す。また、上記ネットワークタイプによって、“移動端
末機（mobile station）”、“加入者端末機（subscriber station）”、“遠隔端末機（
remote terminal）”、“無線端末機（wireless terminal）”、又は“ユーザデバイス（
user device）”のような他の公知の用語が“ユーザ端末機（user equipment）”又は“
ＵＥ”の代わりに使用されることができる。便宜上、上記用語“ユーザ端末機”及び“Ｕ
Ｅ”が本特許明細書で使われてｅＮＢに無線でアクセスする遠隔無線端末機を示し、上記
ＵＥが移動デバイス（移動電話機又はスマートフォン）であるか又は固定デバイス（例え
ば、デスクトップ個人用コンピュータ、ベンディングマシン、など）としてノーマルに考
慮されるべきであるかを表す。
【００１８】
　点線は、カバレッジ領域１２０、１２５の概略的大きさを示し、これはただ例示及び説
明の目的だけのために概略的に円形で示されている。カバレッジ領域１２０、１２５のよ
うなｅＮＢと関連されるカバレッジ領域は、上記ｅＮＢの構成及び自然的な、そして人為
的な障害物と関連される上記無線環境での変更に基づいて不均一な形態を含む他の形態を
有し得ることが明白に理解されるべきである。下記でより具体的に説明されるように、ｅ
ＮＢ１０１、ｅＮＢ１０２及びｅＮＢ１０３のうち一つ又はそれ以上は、ここで説明され
るｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ方式を遂行するか又はサポートするように構成される。
【００１９】
　図１が無線ネットワーク１００の一例を示しているとしても、多様な変更が図１に対し
てなされることができる。例えば、無線ネットワーク１００は、適合した配列でいずれの
個数のｅＮＢ及びいずれの個数のＵＥでも含み得る。また、ｅＮＢ１０１は、いずれの個
数のＵＥとも直接的に通信することができ、上記ＵＥにネットワーク１３０に対する無線
広域アクセスを提供することができる。これと類似に、各ｅＮＢ１０２－１０３は、ネッ
トワーク１３０と直接的に通信することができ、ＵＥにネットワーク１３０に対する直接
的な無線広域アクセスを提供することができる。また、ｅＮＢ１０１、ｅＮＢ１０２、及
び／又はｅＮＢ１０３は、外部電話ネットワーク又は他のタイプのデータネットワークの
ような他の又は追加的な外部ネットワークに対するアクセスを提供することができる。
【００２０】
　図２Ａ及び図２Ｂは、本開示による例題無線送信及び受信経路を示している。下記の説
明で、送信経路２００は、ｅＮＢ（ｅＮＢ１０２のような）で具現されると説明され、こ
れに対して受信経路２５０は、ＵＥ（ＵＥ１１６のような）で具現されると説明され得る
。しかしながら、受信経路２５０は、ｅＮＢで具現されることができ、送信経路２００は
、ＵＥで具現され得ることが分かる。一部実施形態で、送信経路２００及び受信経路２５
０は、ここで説明されるようなｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ方式を遂行するか又はサポート
するように構成される。
【００２１】
　送信経路２００は、チャンネルコーディング及び変調ブロック２０５と、直列－並列（
serial-to-parallel:Ｓ－ｔｏ－Ｐ）ブロック２１０と、サイズＮ逆高速フーリエ変換（I
nverse Fast Fourier Transform：ＩＦＦＴ）ブロック２１５と、並列－直列（parallel-
to-serial：Ｐ－ｔｏ－Ｓ）ブロック２２０と、サイクリックプレフィックス追加ブロッ
ク２２５及びアップコンバータ（ＵＣ）２３０を含む。受信経路２５０は、ダウンコンバ
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ータ（ＤＣ）２５５と、サイクリックプレフィックス除去ブロック２６０と、直列－並列
（Ｓ－ｔｏ－Ｐ）ブロック２６５と、サイズＮ高速フーリエ変換（ＦＦＴ）ブロック２７
０と、並列－直列（Ｐ－ｔｏ－Ｓ）ブロック２７５及びチャンネルデコーディング及び復
調ブロック２８０を含む。
【００２２】
　送信経路２００において、チャンネルコーディング及び変調ブロック２０５は、情報ビ
ットの集合を受信し、コーディング（例えば、低密度パリティ検査（low-density parity
 check：ＬＤＰＣ）コーディング）を入力ビットに適用し変調することにより（例えば、
直交位相シフトキーイング（Quadrature Phase Shift Keying：ＱＰＳＫ）又は直交振幅
変調（Quadrature Amplitude Modulation:ＱＡＭ））周波数－ドメイン（frequency-doma
in）変調シンボルのシーケンスを生成する。
【００２３】
　直列－並列ブロック２１０は、直列変調されたシンボルを並列データに変換することに
より（すなわち、逆多重化（de-multiplex）することにより）Ｎ個の並列シンボルストリ
ームを生成する。ここで、Ｎは、ｅＮＢ１０２及びＵＥ１１６で使用されるＩＦＦＴ／Ｆ
ＦＴサイズである。その後に、サイズＮ ＩＦＦＴブロック２１５は、Ｎ個の並列シンボ
ルストリームに対してＩＦＦＴ動作を実行することにより、時間－ドメイン（time-domai
n）出力信号を生成する。並列－直列ブロック２２０は、サイズＮ　ＩＦＦＴブロック２
１５からの並列時間－ドメイン出力シンボルを変換することにより（すなわち、多重化す
ることにより）直列時間ドメイン信号を生成する。その後に、サイクリックプレフィック
ス追加ブロック２２５は、時間－ドメイン信号にサイクリックプレフィックスを挿入する
。アップコンバータ２３０は、サイクリックプレフィックス追加ブロック２２５の出力を
無線チャンネルを通した送信のためのＲＦ周波数に変調する（すなわち、アップコンバー
ティングする）。また、この信号は、ＲＦ周波数への変換の前に基底帯域でフィルタリン
グされ得る。
【００２４】
　この送信されたＲＦ信号は、無線チャンネルを通して通過した後にＵＥ１１６に到着し
、ＵＥ１１６では、ｅＮＢ１０２での動作に対する逆動作が実行される。
【００２５】
　ダウンコンバータ２５５は、受信された信号を基底帯域周波数にダウンコンバートし、
サイクリックプレフィックス除去ブロック２６０は、サイクリックプレフィックスを除去
することにより直列時間－ドメイン基底帯域信号を生成する。直列－並列ブロック２６５
は、時間－ドメイン基底帯域信号を並列時間ドメイン信号に変換する。その後に、サイズ
Ｎ　ＦＦＴブロック２７０は、ＦＦＴアルゴリズムを実行することによりＮ個の並列周波
数－ドメイン信号を生成する。並列－直列ブロック２７５は、並列周波数－ドメイン信号
を変調されたデータシンボルのシーケンスに変換する。チャンネルデコーディング及び復
調ブロック２８０は、変調されたシンボルを復調した後にデコーディングすることにより
元来の入力データストリームを復旧する。
【００２６】
　基地局１０１－１０３の各々は、ＵＥ１１１－１１６に対するダウンリンクでの送信と
類似した送信経路を具現でき、ＵＥ１１１－１１６からのアップリンクでの受信と類似し
た受信経路２５０を具現できる。同様に、ＵＥ１１１－１１６の各々は、基地局１０１－
１０３に対するアップリンクでの送信のための送信経路２００を具現でき、基地局１０１
－１０３からのダウンリンクでの受信のための受信経路２５０を具現できる。
【００２７】
　図２Ａ及び図２Ｂに含まれているコンポーネントの各々は、ソフトウェアだけを使用し
て具現されるか、又はハードウェア及びソフトウェア／ファームウェアの組み合わせを使
用して具現され得る。特別な例として、図２Ａ及び図２Ｂに含まれているコンポーネント
のうちの少なくとも一部は、ソフトウェアで具現されることができ、これとは異なり、他
のコンポーネントは、構成可能なハードウェア又はソフトウェアと構成可能なハードウェ
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アの組み合せにより具現されることができる。例えば、ＦＦＴブロック２７０及びＩＦＦ
Ｔブロック２１５は、構成可能ソフトウェアアルゴリズムとして具現されることができ、
ここで、サイズＮの値は、この具現に従って修正されることができる。
【００２８】
　また、ＦＦＴ及びＩＦＦＴを使用することが説明されているが、これは、図示だけのた
めのものであり、本開示の範囲を限定するものと解釈されてはいけない。離散フーリエ変
換（Discrete Fourier Transform：ＤＦＴ）及び逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete
 Fourier Transform:ＩＤＦＴ）機能のような他のタイプの変換が使用されることができ
る。ＤＦＴ及びＩＤＦＴ機能に対して、変数Ｎの値は、任意の整数（即ち、１、２、３、
４など）であり得、他方、ＦＦＴ及びＩＦＦＴ機能に対して、変数Ｎの値は、Ｎ変数の値
は、２の冪（すなわち、１、２、４、８、１６など）である任意の整数であり得る。
【００２９】
　図２Ａ及び図２Ｂが無線送信及び受信経路の例を示しているとしても、多様な変更が図
２Ａ及び図２Ｂに対してなされることができる。例えば、図２Ａ及び図２Ｂでの多様なコ
ンポーネントは、組合わされるか、追加的にサブ分割されるか、又は省略でき、他のコン
ポーネントが特別な必要に応じて追加されることができる。また、図２Ａ及び図２Ｂは無
線ネットワークで使用され得る送信及び受信経路のタイプの例を示している。いずれの他
の適合したアーキテクチャでも無線ネットワークで無線通信をサポートするために使用さ
れることができる。
【００３０】
　図３は、本開示によるＵＥ１１６の一例を示している。図３に示されたＵＥ１１６の一
実施形態は、図示だけのためのものであり、図１のＵＥ１１１－１１５は、同一又は類似
の構成を有することができる。しかしながら、ＵＥには、多様な構成が導入され、したが
って、図３は、本開示の範囲をＵＥの特定の具現で制限しない。
【００３１】
　図３に示されているように、ＵＥ１１６は、アンテナ３０５、無線周波数（radio freq
uency：ＲＦ）送受信器３１０、送信（transmit：ＴＸ）処理回路３１５、マイクロフォ
ン（microphone）３２０及び受信（receive：ＲＸ）処理回路３２５を含む。また、ＵＥ
１１６は、スピーカ３３０、メインプロセッサ（main processor）３４０、入／出力（in
put/output：Ｉ／Ｏ）インターフェース（interface：ＩＦ）３４５、キーパッド（keypa
d）３５０、ディスプレイ（display）３５５及びメモリ３６０を含む。メモリ３６０は、
オペレイティングシステム（operating system：ＯＳ）プログラム３６１及び一つ又はそ
れ以上のアプリケーション３６２を含む。
【００３２】
　ＲＦ送受信器３１０は、アンテナ３０５からネットワーク１００のｅＮＢにより送信さ
れた入力ＲＦ信号を受信する。ＲＦ送受信器３１０は、上記入力ＲＦ信号をダウンコンバ
ーティングして、中間周波数（intermediate frequency:ＩＦ）又は基底帯域信号を生成
する。上記ＩＦ又は基底帯域信号は、ＲＸ処理回路３２５に送信され、ＲＸ処理回路３２
５は、上記基底帯域又はＩＦ信号をフィルタリング、デコーディング、及び／又はデジタ
ル化を行うことによりプロセシングされた基底帯域信号を生成する。ＲＸ処理回路３２５
は、追加的なプロセシングのために上記プロセシングされた基底帯域信号をスピーカ３３
０（音声データのために）又はメインプロセッサ３４０（ウェブブラウジングデータ（we
bbrowsing data）のために）に送信する。
【００３３】
　ＴＸ処理回路３１５は、マイクロフォン３２０からのアナログ又はデジタル音声データ
又は他の出力基底帯域データ（ウェブデータ、電子メール、又は双方向ビデオゲームデー
タ（interactive video game data）のような）を受信する。ＴＸ処理回路３１５は、上
記出力基底帯域データをエンコーディング、マルチプレキシング及び／又はデジタル化を
行うことによりプロセシングされた基底帯域又はＩＦ信号を生成する。ＲＦ送受信器３１
０は、ＴＸ処理回路３１５から上記出力プロセシングされた基底帯域又はＩＦ信号を受信
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して、上記基底帯域又はＩＦ信号をアンテナ３０５を通して送信されるＲＦ信号にアップ
コンバーティングする。
【００３４】
　メインプロセッサ３４０は、一つ又はそれ以上のプロセッサ又は他のプロセシングデバ
イスを含むことができ、ＵＥ１１６の全般的な動作を制御するためにメモリ３６０に保存
されている基本ＯＳプログラム３６１を実行できる。例えば、メインプロセッサ３４０は
、公知の原則によってＲＦ送受信器３１０、ＲＸ処理回路３２５及びＴＸ処理回路３１５
による順方向チャンネル信号の受信及び逆方向チャンネル信号の送信を制御することがで
きる。一部実施形態で、メインプロセッサ３４０は、少なくとも一つのマイクロプロセッ
サ又はマイクロ制御器を含む。
【００３５】
　メインプロセッサ３４０は、またここで説明されるようなｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ通
信のための動作のような、メモリ３６０に内在されている他のプロセス及びプログラムを
実行することができる。メインプロセッサ３４０は、データを実行中であるプロセスによ
り要求される場合、メモリ３６０内へ又はメモリ３６０から移動させることができる。一
部実施形態で、メインプロセッサ３４０は、ＯＳプログラム３６１に基づいて又はｅＮＢ
又は運営者から受信される信号に応答してアプリケーション３６２を実行するように構成
される。また、メインプロセッサ３４０は、Ｉ／Ｏインターフェース３４５に連結され、
Ｉ／Ｏインターフェース３４５は、ＵＥ１１６にラップトップコンピュータ及びハンドヘ
ルド（handheld）コンピュータなどのような他のデバイスに対する連結能力を提供する。
Ｉ／Ｏインターフェース３４５は、このようなアクセサリーとメイン制御器３４０との間
の通信経路である。
【００３６】
　また、メインプロセッサ３４０は、キーパッド３５０及びディスプレイユニット３５５
に連結される。ＵＥ１１６の運営者は、キーパッド３５０を使用してＵＥ１６６にデータ
を入力できる。ディスプレイ３５５は、例えばウェブサイトからのテキスト及び／又は少
なくとも制限されたグラフィックをレンダリング（rendering）できる液晶クリスタルデ
ィスプレイ又は他のディスプレイであり得る。
【００３７】
　メモリ３６０は、メインプロセッサ３４０に連結される。メモリ３６０の一部は、ラン
ダムアクセスメモリ（random access memory：ＲＡＭ）を含むことができ、メモリ３６０
の残り部分は、フラッシュメモリ又は他のリードオンリメモリ（read-only memory：ＲＯ
Ｍ）を含み得る。
【００３８】
　図３がＵＥ１１６の一例を示しているとしても、多様な変更が図３に対してなされるこ
とができる。例えば、図３での多様なコンポーネントは、組合わされるか、追加的にサブ
分割されるか、又は省略でき、他のコンポーネントが特別な必要に応じて追加されること
ができる。また、特別な例として、メインプロセッサ３４０は、一つ又はそれ以上の中央
プロセシングユニット（central processing unit：ＣＰＵ）及び一つ又はそれ以上のグ
ラフィックプロセシングユニット（graphicsprocessingunit：ＧＰＵ）などのような複数
のプロセッサに分割されることができる。また、図３では、ＵＥ１１６が移動電話機又は
スマートフォンのように構成されているとしても、ＵＥは他のタイプの移動又は固定デバ
イスとして動作するように構成され得る。
【００３９】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）Ｒｅｌ－１１で、第３世代パートナーシップ
プロジェクト（3rd Generation Partnership Project：３ＧＰＰ）は、上記ユーザ端末機
（user equipment：ＵＥ）がいくつかの配置シナリオ下で、複数個の送信ポイント（tran
smission point：ＴＰ）からの信号受信を許可する上記技術（協調マルチポイント（Coor
dinated MultiPoint）又は“ＣｏＭＰ”）を標準化した。
【００４０】



(13) JP 2016-506690 A 2016.3.3

10

20

30

40

50

　シナリオ１：図４に示されているような、サイト内のＣｏＭＰを使用する同種ネットワ
ーク；
　シナリオ２：図５に示されているような、高いＴｘ電力遠隔無線ヘッド（remote radio
 head：ＲＲＨ）を使用する同種ネットワーク；
　シナリオ３：図６に示されているような、上記送／受信ポイントが上記マクロセルのセ
ル識別子（identifier：ＩＤ）と異なるセルＩＤを有する遠隔無線ヘッド（remote radio
 head：ＲＲＨ）により生成される上記マクロセルカバレッジ内の低い電力ＲＲＨを使用
する異種ネットワーク；及び
　シナリオ４：図６に示されているような、上記送／受信ポイントが上記マクロセルのセ
ルＩＤと同一のセルＩＤを有するＲＲＨにより生成される上記マクロセルカバレッジ内の
低い電力ＲＲＨを使用する異種ネットワーク。
【００４１】
　規格化に焦点を合せて識別された上記ＣｏＭＰ方式は：
　ジョイント送信（Joint transmission：ＪＴ）；
　ダイナミックポイントブランキング（dynamic point blanking）を含む、ダイナミック
ポイント選択（Dynamic point selection：ＤＰＳ）；及び
　ダイナミックポイントブランキングを含む協調スケジューリング／ビームフォーミング
（Coordinated scheduling/beamforming）である。
【００４２】
　Ｒｅｌ－１１サイト間のＣｏＭＰは、理想的なバックホール（例えば、ファイバ）を仮
定して設計され、上記理想的なバックホールでは、レイテンシーが無視可能な程度で、上
記バックホール能力は、イッシューではなかった。上記理想的なバックホール仮定のもと
では、中央集中制御器／スケジューラがＣｏＭＰに参加している全てのＴＰの決定をスケ
ジューリングする中央集中制御器／スケジューラアーキテクチャを具現することが実現可
能であった。また、上記理想的なバックホールが異なるサイトのスケジューラ間の非常に
タイトな協調を可能にする場合、分散スケジューラアーキテクチャを具現することも実現
可能であった。２０１２年１１月ＩＥＥＥ通信マガジン、Vo l50、Issue 11、44-50頁のJ
uho Leeなどの“ＬＴＥ－アドバンストシステムでの協調マルチポイント送信及び受信(Ju
ho Lee et al、“Coordinated Multipoint Transmission and Reception in LTE-Advance
d Systems”、IEEECommunicationsMagazine、Vo　l50、Issue 11、Page(s) 44-50、Nov 2
012)で、３ＧＰＰ ＬＴＥ Ｒｅｌ－１１ＣｏＭＰの概要が検索される。
【００４３】
　Ｒｅｌ－１２に対しては、ＣｏＭＰに対する追加的な向上が上記レイテンシーが重要な
上記非理想的バックホール（例えば、マイクロウェーブ、銅）を考慮するために提案され
たことがある。中央集中スケジューラ又はタイトなスケジューラ協調が不可能な非理想的
バックホールを仮定する場合、上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰフレームワークは、上記ＣｏＭＰ
送信でＴＰとして参加している各進化したノードＢ（evolved NodeB：ｅＮＢ）がダウン
リンク共有チャンネル（downlink shared channel：ＤＬ－ＳＣＨ）データを独立的にス
ケジュールし、同一のキャリア周波数でＵＥに送信することができるｅＮＢ間のＣｏＭＰ
 ＪＰ方式をサポートするために設計される。
【００４４】
　理想的なバックホールを使用するＲｅｌ－１１ＣｏＭＰ ＤＰＳに対するランク統計の
ために、２種類意見を考慮することが有用であり得る。最初に、ｎ番目のＴＰをｎ番目に
大きい平均ＤＬ受信電力を有するＴＰとして示す。表１は、ＴＰ選択比率を示している。
表１のように、第１の意見は、最初のＴＰ（最大の受信電力）にＤＰＳのための時間の大
部分が選択され得るということである。これは、上記最初のＴＰからのチャンネル条件が
大部分の時間の間に他のＴＰと比較する時、より良好であるということを暗示する。
【００４５】
　＜表１＞：ＴＰ選択比率
【００４６】
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【００４７】
　表２は、フルバッファートラフィック（full buffer traffic）及び６ｄＢのＣｏＭＰ
臨界値を仮定する場合、ターゲットＵＥに対して構成される各ＴＰに対するランク統計を
示し、表３は、リソース使用（Resource Utilization：ＲＵ）＝０.５を使用するＦＴＰ
トラフィック及び６ｄＢのＣｏＭＰ臨界値を仮定する場合、ターゲットＵＥに対して構成
される各ＴＰに対するランク統計を示している。表２及び表３のように、第２の意見は、
上記ＵＥは、最大の平均受信電力を有するＴＰからランク２割り当てを依然として有する
ことができるとのことである。
【００４８】
　＜表２＞：ターゲットＵＥに対して構成される各ＴＰに対するランク統計（フルバッフ
ァートラフィック、ＣｏＭＰ臨界値＝６ｄＢ）
【００４９】

【表２】

【００５０】
　＜表３＞：ターゲットＵＥに対して構成される各ＴＰに対するランク統計（ＲＵ＝０.
５を使用するＦＴＰトラフィック）
【００５１】
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【表３】

【００５２】
　ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴは、多くのシナリオで有益であり得る。例えば、ｅＮＢ間の
ＣｏＭＰ ＪＴは、上記ＵＥのチャンネルが大部分の時間の間、上記最初のＴＰからのラ
ンク－１送信のみを持続させることができる場合で有益であり得る。この場合、第２のＴ
Ｐからの第２の送信を有するｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴは、平均セルエッジ処理量を改善
させることができる。他の例で、ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴは、上記ＵＥのチャンネルが
大部分の時間の間に上記最初のＴＰからのランク－２送信をサポートできる場合（図６の
ＨｅｔＮｅｔシナリオ－ＣｏＭＰシナリオ３で有益であり得る。この場合、オーバーラッ
プされないリソースブロック（非フルバッファートラフィック（non-full buffer traffi
c）に対してのように）で追加的な物理ダウンリンク共有チャンネル（Physical Downlink
 Shared Channel：ＰＤＳＣＨ）送信を有するｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴは、上記平均セル
処理量を改善させることができる。少なくとも上記のようなシナリオに対しては、上記一
般的なＵＥが最大ランク－２受信のみまでサポートできるということが仮定されなければ
ならない。また、ＵＥがより大きいＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ能力を要求する複数個のＰ
ＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの割り当てを受けた場合、媒体ネットワークに対する低いロード
（load）がターゲットとなる。
【００５３】
　ＵＥは、一般的にＬＴＥで一つのｅＮＢに接続することができる。図７は、上記データ
が上記ＵＥが接続している上記ｅノードＢを通して上記Ｓ－ＧＷから送信され上記ＵＥに
伝達される単一接続を示している。
【００５４】
　ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴに対して、上記ＵＥは、複数個のｅノードＢからデータを受
信することができる。二つの上位階層アーキテクチャは、ｅノードＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ
に対して具現され得る。一実施形態で、コアネットワーク（Core Network：ＣＮ）分割ア
ーキテクチャが具現され得る。図８Ａは、本開示によるＣＮ分割アーキテクチャの一実施
形態を示している。特に、図８Ａは、上記ｅノードＢ各々が上記ＵＥにデータを送信する
場合、上記ＵＥが上記Ｓ－ＧＷから直接的にデータを受信し得るＣＮ分割アーキテクチャ
の実施形態を示している。図８Ａは、本開示による無線アクセスネットワーク（Radio Ac
cess Network：ＲＡＮ）分割アーキテクチャの一実施形態を示している。ＲＡＮ分割アー
キテクチャを使用する場合、１個のｅＮＢは、上記Ｓ－ＧＷから直接的に上記ＵＥに対す
るデータを受信することができ、上記ＵＥに上記受信されるデータの一部を送信すること
ができる。追加的に、ＲＡＮ分割アーキテクチャを使用する場合、上記ｅＮＢは、送信の
ために一つ又はそれ以上のｅＮＢに上記Ｘ２インターフェースを介して上記データの残り
部分を転送することができる。
【００５５】
　追加的な進行前に、物理チャンネルプロセシングの概要が開示される。上記Ｒｅｌ－８
／９／１０／１１ ＰＤＳＣＨプロセシングに関するバックグラウンド情報は、３ＧＰＰ 
ＴＳ３６.２１１ Ｖ１１.１.０（２０１２－１２）及び３ＧＰＰ ＴＳ３６.２１２Ｖ１１
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.１.０（２０１２－１２）で検索可能である。上記物理チャンネルプロセシングの概要の
実施形態は、３ＧＰＰ ＴＳ３６.２１１ Ｖ１１.１.０（２０１２－１２）だけでなく、
本開示によって図９に示されているようである。
【００５６】
　物理チャンネルプロセシングは、ＰＤＳＣＨスクランブリングを含む。ＰＤＳＣＨスク
ランブリングを使用して、各コードワードqに対しては、ビット
【００５７】
【数１】

【００５８】
のブロックであり、ここで、
【００５９】

【数２】

【００６０】
は、一つのサブフレームで上記物理チャンネルで送信されるコードワードqに含まれてい
るビットの個数である。上記ビットのブロックは、下記のような数式によってスクランブ
リングされるビット
【００６１】

【数３】

【００６２】
のブロックを発生させる変調前にスクランブリングされ得る。
【００６３】

【数４】

【００６４】
　ここで、上記スクランブリングシーケンスc(q)(i)は、３ＧＰＰ ＴＳ３６.２１１ Ｖ１
１.１.０（２０１２－１２）のセクション７.２によって与えられる。上記スクランブリ
ングシーケンス生成器は、各サブフレームの開始で初期化され、上記cinitの初期値は、
下記の数式に従う上記トランスポートチャンネルタイプ（transport channel type）を基
にする。
【００６５】
【数５】

【００６６】
　ここで、nRNTIは、３ＧＰＰ ＴＳ３６.３２１ Ｖ１１.２.０（２０１２－１２）のセク
ション７.１に説明されているような上記ＰＤＳＣＨ送信と関連される上記無線ネットワ
ーク臨時識別子（radio network temporary identifier:ＲＮＴＩ）に対応する。また、
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最大二つのコードワードが一つのサブフレームで送信されることができる（q∈{0,1}のよ
うに）。追加的に、上記単一コードワード送信の場合で、qは０と同一である。
【００６７】
　送信モード９又は１０を使用するＲｅｌ－１０／１１ ＬＴＥダウンリンク電力割り当
てに対して、ＵＥ－特定基準信号（reference signal：ＲＳ）が上記該当する物理ダウン
リンク共有チャンネル（physical downlink shared channel:ＰＤＳＣＨ）にマッピング
される上記物理リソースブロック（physical resource block：ＰＲＢ）に存在できる場
合、上記ＵＥは、ＵＥ－特定ＲＳを含む各ＯＦＤＭシンボル内のリソースエレメント別Ｐ
ＤＳＣＨエネルギー（energy per resource element：ＥＰＲＥ）対ＵＥ－特定ＲＳ ＥＰ
ＲＥの比を二つ以下の、複数の送信階層に対して０ｄＢと仮定する。そうでない場合、上
記ＵＥは、ＵＥ－特定ＲＳを含む各ＯＦＤＭシンボル内のリソースエレメント別ＰＤＳＣ
Ｈエネルギー（energy per resource element：ＥＰＲＥ）対ＵＥ－特定ＲＳ ＥＰＲＥの
比を－３ｄＢと仮定する。
【００６８】
　少なくとも本開示の目的のために、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、ＵＥが初期アクセス
時に加入するｅＮＢであり得る。また、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記基本ＣｏＭＰ 
ｅＮＢを除外した上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ方式に関連する一つ又はそれ以上のｅＮ
Ｂであり得る。上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ方式に参加している上記ｅＮＢは、上記Ｃ
ｏＭＰ ｅＮＢと称され、上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ方式に参加している上記ＵＥは、
上記ＣｏＭＰ ＵＥと称される。ここでは、時々ＣｏＭＰ ｅＮＢをＴＰと称する。
【００６９】
　図１０は、本開示による上位レベルｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ方法の一実施形態を示し
ている。一般的に、上記方法は、上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴに参加するのに適合する
か又は上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴに参加するように構成されたｅＮＢの集合を決定す
るか又は識別する上記ネットワーク（上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢのような）を含み得る。
また、上記方法は、上記ｅＮＢ間の必須な構成をセットアップし、ＵＥ移動又は上記チャ
ンネル条件での変更に基づいて上記ＵＥを構成又は再構成することを含み得る。
【００７０】
　ステップ１００５で、一実施形態で、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、ＣｏＭＰリソース
管理（ＣｏＭＰ resource management：ＣＲＭ）構成を具現し得る。上記基本ＣｏＭＰ 
ｅＮＢは、ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴに参加するのに適合したｅＮＢ（又はＴＰ）の集合
を決定するためにＣＲＭ構成を具現する。ＣＲＭを使用して、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢ
は、上記ｅＮＢから送信される信号のＵＥ測定報告に基づいてｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ
に参加するのに適合したｅＮＢ（又はＴＰ）の集合を決定する。一実施形態で、ＣＲＭの
ために上記ＵＥにより測定される信号は、ＣＳＩ－ＲＳ、ＣＲＳ、探索信号（スモールセ
ルに対してのように）などであり得る。便宜上、本開示内で、このような信号をＣＳＩ－
ＲＳと称するが、このような信号がＣＳＩ－ＲＳのみに制限されるのではない。追加的に
、上記隣接ｅＮＢがＸ２送信を介して又はＯＡＭ送信を介して上記各ＣＳＩ－ＲＳリソー
スに対する情報を予め交換できると仮定する。したがって、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは
、上記ＣＲＭの目的のために上記ＵＥに構成されるＣＳＩ－ＲＳリソースの集合が分かる
。
【００７１】
　ステップ１０１０で、一実施形態で、上記ＵＥは、上記ＣｏＭＰリソース測定値（CoMP
 resource measurement：ＣＲＭ）を測定でき、上記ＣＲＭ測定値を上記基本ＣｏＭＰ ｅ
ＮＢに報告することができる。上記ＵＥによるＣＲＭ測定及び報告方法は、Ｒｅｌ－１１
（例えば、２０１２年１１月ＩＥＥＥ通信マガジン、Vo l50、Issue 11、ページ44-50のJ
uho Leeなどの“ＬＴＥ－アドバンストシステムでの協調マルチポイント送信及び受信”(
Juho Lee et al,“Coordinated Multipoint Transmission and Reception in LTE-Advanc
ed Systems”,IEEE Communications Magazine,Vo l50, Issue 11, Page(s)44-50, Nov 20
12を参照）に開示されている上記ＣＲＭ手順と類似である。
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【００７２】
　また、ステップ１００５及びステップ１０１０が基本ＣｏＭＰ ｅＮＢがｅＮＢ間のＣ
ｏＭＰ ＪＴに参加するのに適合したｅＮＢ（又はＴＰ）の集合を決定するために使用さ
れ得る間、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、またｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴに参加するのに適
合したｅＮＢ（又はＴＰ）の集合を決定するのに有用な他のいずれの手段でも使用するこ
とができる。例えば、上記ＣＲＭ方法に対する代替方法は、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢが
上記サウンディング基準信号（sounding reference signals：ＳＲＳ）のようなＵＬ信号
の測定値、又は上記ＧＰＳ情報のような他の有用な位置情報、又は３ＧＰＰ ＴＳ３６.３
５５Ｖ１１.０.０（２０１２－０９）に開示されている位置基準信号からの測定値を基盤
とするようにすることができる。
【００７３】
　ステップ１０１５で、一実施形態で、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、ｅＮＢ間のＣｏＭ
Ｐ ＪＴ動作の開始を決定する。上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記ＵＥ測定報告に基づい
てｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ動作の開始を決定することができる。また、上記基本ＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢは、隣接ｅＮＢの集合を選択することができる。コアネットワーク（Core Netw
ork：ＣＮ）分割上位階層アーキテクチャの場合で、このような決定は、上記基本ＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢにより選択されたｅＮＢが上記サービングゲートウェイから上記ＵＥに対する
データの受信を開始できるようにするために上記コアネットワークに伝達されることがで
きる。
【００７４】
　特定の実施形態で、ｅＮＢ間のｅＮＢ間のＣｏＭＰリソース交渉が発生し得る。ｅＮＢ
間のＣｏＭＰリソース交渉は、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢにより選択された又は選抜され
たｅＮＢ（上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢのような）が上記選択された又は選抜されたｅＮＢ
の各々に対するＣｏＭＰリソースの割り当てを決定することを許可することを含む。例え
ば、ｅＮＢ間のＣｏＭＰリソース交渉メッセージは、Ｘ２インターフェースを介して上記
選択された又は選抜されたｅＮＢ間で交換され得る。ｅＮＢ間のｅＮＢ間のＣｏＭＰリソ
ース交渉を使用して、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、ステップ１０２０に示されているよ
うに、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢに対するリソースを要求し、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢは
、ステップ１０２５に示されているように上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢに対するリソースを
割り当てることができる。特定の実施形態で、ＣｏＭＰリソースは、次のようなものうち
一つ又はそれ以上を示すことができる：物理リソースブロック（ｐhysical resource blo
ck：ＰＲＢ）、サブフレーム、ＤＭ－ＲＳポート、仮想Ｃ－ＲＮＴＩ、など。
【００７５】
　ステップ１０３０で、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢからスケジュールされ送信されるデー
タは、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢから上記一つ又はそれ以上の補助ＣｏＭＰ ｅＮＢに転送
される。少なくともこの方式でデータ転送は、特に上記ＲＡＮ分割上位階層アーキテクチ
ャに対して関連される。
【００７６】
　ステップ１０３５で、無線リソース制御（radio resource control：ＲＲＣ）構成は、
ｅＮＢ間のＣｏＭＰに対して発生し得る。特定の実施形態で、ｅＮＢ間のＣｏＭＰに対す
るＲＲＣ構成は、ｅＮＢ間のＣｏＭＰに対するチャンネル状態情報－基準信号（channel 
state information-reference signal：ＣＳＩ－ＲＳ）リソース構成を含み得る。ｅＮＢ
間のＣｏＭＰに対するＣＳＩ－ＲＳリソースを構成するいくつの方法が存在する。例えば
、各ＴＰは、一般的にＣＳＩ－ＲＳリソース構成と関連される。“Ｎ”個のＴＰがｅＮＢ
間のＣｏＭＰ送信に関連すると仮定する場合、“Ｎ”個のＣＳＩ－ＲＳリソースが上記Ｕ
Ｅに対して構成され得る。各ＣＳＩ－ＲＳリソースに対する上記ＣＳＩフィードバックモ
ード及び他のＣＳＩ測定仮定が各ＴＰに対して別途に構成され得る。上記ＵＥは、上記“
Ｎ”個の構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースを測定し、ＣＳＩを各ｅＮＢにフィードバック
することができる。一般的に、上記ｅＮＢに対するＣＳＩ伝達方法は、このＤＯＩの範囲
外にある。しかしながら、少なくとも本開示に対しては、ｅＮＢ間のＣｏＭＰに関連する
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各ｅＮＢが上記ｅＮＢとＵＥ間のＤＬチャンネルに対応するＣＳＩを受信できると仮定す
ることが充分である。
【００７７】
　特定の実施形態で、ｅＮＢ間のＣｏＭＰに対するＲＲＣ構成は、ｅＮＢ間のＣｏＭＰに
対する準共存（quasico-location：ＱＣＬ）構成を含み得る。３ＧＰＰ ＴＳ３６.２１３
Ｖ１１.１.０（２０１２－１２）のセクション７.１.１０に説明されているように、特定
配置シナリオに対して、上記ネットワークが３ＧＰＰ ＴＳ３６.２１３Ｖ１１.１.０（２
０１２－１２）のセクション７.１.１０にも説明されているＱＣＬ動作Ａを仮定すること
が可能であるとしても、Ｒｅｌ－１１ＱＬＣ動作Ｂは、一般的にｅＮＢ間のＣｏＭＰに対
して適用可能である。
【００７８】
　特定の実施形態で、ｅＮＢ間のＣｏＭＰに対するＲＲＣ構成は、ｅＮＢ間のＣｏＭＰに
対するＰＤＳＣＨレートマッチング（rate matching）構成を含み得る。Ｒｅｌ－１１ Ｃ
ｏＭＰと同様に、各ＰＤＳＣＨに対する上記セル－特定基準信号（cell-specific refere
nce signal：ＣＲＳ）レートマッチングパターン、マルチメディアブロードキャストマル
チキャストサービス単一周波数ネットワーク（multimedia broadcast multicast service
 single frequency network：ＭＢＳＦＮ）サブフレーム構成、ＰＤＳＣＨ開始シンボル
及びゼロ電力（zero power：ＺＰ）ＣＳＩ－ＲＳは、相異であり得る。
【００７９】
　ステップ１０４０で、特定の実施形態で、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢ及び一つ又はそれ
以上の補助ＣｏＭＰ ｅＮＢはスケジューリングを遂行することができ、事前交渉された
リソースを使用して送信を遂行することができる。例えば、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは
、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ又はＰＤＳＣＨを通して送信を遂行することができ、一つ又
はそれ以上の補助ＣｏＭＰ ｅＮＢはＥＰＤＣＣＨ又はＰＤＳＣＨを通して送信を遂行す
ることができる。ステップ１０４０は、少なくとも各ｅＮＢに対する独立的なダウンリン
ク（downlink：ＤＬ）割り当てに対してここで追加的に論議される。
【００８０】
　ステップ１０４５で、特定の実施形態で、ＣｏＭＰ ｅＮＢ間の（基本ＣｏＭＰ ｅＮＢ
及び補助ＣｏＭＰ ｅＮＢ間、又は補助ＣｏＭＰ ｅＮＢ間のような）追加的なリソース交
渉又は再交渉が発生し得る。上記追加的なリソース交渉又は再交渉は、例えば、ＵＥ移動
又はチャンネル条件変更によって発生し得る。また、特定の実施形態で、上記ｅＮＢ間の
ＣｏＭＰ動作は、終了され得る。
【００８１】
　上述したように、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢ及び一つ又はそれ以上の補助ＣｏＭＰ ｅＮ
Ｂはスケジューリングを遂行することができ、事前交渉されたリソースを使用して送信を
遂行することができる。このステップは、各ｅＮＢからの独立的なＤＬ割り当てを使用し
て実行されることができる。各ｅＮＢからの独立的なＤＬ割り当てに対するフレームワー
クの理解のために、ＵＥに対してｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴを遂行するように構成された
Ｎ個のＴＰが存在すると仮定し、ここで、Ｎ＝２、３、４、…である。特定の実施形態で
、上記Ｎ個のＴＰ各々は、同一のキャリアで上記ＵＥに単一トランスポートブロック（Tr
ansport Block：ＴＢ）を送信することができる。この場合、各トランスポートブロック
は、ＰＤＳＣＨにより伝達されることができる。特定の実施形態で、上記Ｎ個のＴＰ各々
は、同一のキャリアで上記ＵＥに最大２個のＴＢまで送信することができる。例えば、一
つ又はそれ以上のＴＢがＰＤＳＣＨにより伝達されることができる。
【００８２】
　上記Ｎ個のＴＰ各々が同一のキャリアで上記ＵＥに単一ＴＢを送信し得る各ｅＮＢに対
する独立的なＤＬ割り当ての利点は、キャリア別に上記ＵＥにより受信されるＴＢの個数
が減少され得るということである。また、上記Ｎ個のＴＰ各々が同一のキャリアで上記Ｕ
Ｅに最大２個のＴＢまで送信し得る各ｅＮＢに対する独立的なＤＬ割り当ての利点は、３
ＧＰＰ ＬＴＥ方法（３ＧＰＰ ＬＴＥ Ｒｅｌ－８方法のような）が各ＴＰに対して再使
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用され得るということである。しかしながら、少なくとも一部の３ＧＰＰ ＬＴＥ方法を
使用する場合、上記ＵＥによりプロセシングされる必要があるＴＢの総個数は、キャリア
周波数別に２より大きいことがある。
【００８３】
　別途に、上記Ｎ個のＴＰ各々が同一のキャリアで上記ＵＥに単一ＴＢを送信し、上記Ｎ
個のＴＰ各々が同一のキャリアで上記ＵＥに最大２個までのＴＢを送信することができる
各ｅＮＢに対する独立的なＤＬ割り当てに対して、各ＴＰは、ＰＤＳＣＨの独立的なスケ
ジューリングを遂行することができる。結果的に、上記Ｎ個のＴＰ各々は、上記Ｎ個のＴ
Ｐそれぞれのトランスポートブロックを伝達するＰＤＳＣＨに対するスケジューリング情
報を含むダイナミック制御情報（Dynamic Control Information：ＤＣＩ）を独立的に構
成し得る。最大Ｎ個のＤＣＩが上記対応する個数のＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨにより伝達
される。上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴで構成されるＵＥは、同時にキャリアのサブフレ
ームでＤＬ割り当てに対する最大Ｎ個のＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニターすることが
必要となる。その上、上記ＤＬ割り当てに対する上記ＨＡＲＱプロセスも独立的であり得
る。
【００８４】
　ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ動作を可能にするＵＥ動作は、上記ネットワークからの上位
階層シグナリングにより、一例で、ＲＲＣシグナリングを使用して開始されるか終了され
る。例えば、一実施形態で、ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴは、新たな送信モード（今後、送
信モード１１のような）の構成により開始され得る。同様に、上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ 
ＪＴ動作は、上記ＵＥに対して構成されている送信モードがこれ以上上記新たな送信モー
ドでない場合、終了され得る。特定の実施形態で、上記ＵＥは、特定キャリアに対する複
数の同時送信モードの構成を通して上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ動作の構成を認識する
ことができる。言い換えれば、上記ＵＥがキャリアに対して１個を超過する送信モードで
構成される場合、上記ＵＥは、ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴで構成されている。これとは反
対に、上記ＵＥがキャリアに対して１個を超過する送信モードで構成されない場合、上記
ＵＥは、ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴで構成されていない。
【００８５】
　送信モードの個数は、上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ動作に関連するＴＰの個数及びこ
れに従う、上記ＵＥにより期待され得るＤＬ割り当ての最大個数を暗示するということが
分かるべきである。ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴ間に参加するＴＰの総個数Ｎは、ＵＥ複雑
度に対する影響を制限するために限定される。一実施形態で、上記個数Ｎは、本詳細な説
明で予め決定された個数（２又は３のような）であり得る。特定の実施形態で、サブフレ
ームで上記ＵＥによりハンドリングされるトランスポートブロックの総個数が３ＧＰＰ 
ＬＴＥ Ｒｅｌ－８乃至３ＧＰＰ ＬＴＥ Ｒｅｌ－８１１でのように２である場合、Ｎ＝
２である。特定の実施形態で、Ｎは、また上記ＵＥの能力（特定ＵＥは、Ｎ＝２をハンド
リングすることができ、異なるＵＥは、Ｎ＝３をハンドリングすることができる）を基盤
とすることができる。したがって、上記ＵＥによりハンドリングされる個数Ｎは、上記ネ
ットワークに上記ＵＥ能力シグナリングの一部としてシグナルされ得る。
【００８６】
　特定の実施形態で、複数個のセルＲＮＴＩ（Ｃ－ＲＮＴＩ）は、ｅＮＢ間のＣｏＭＰに
対して構成される。一般的に、同一のＣ－ＲＮＴＩは、同一のセルに同時にＲＲＣ－接続
されている二つのＵＥにより使用されることができない。上記補助ＣｏＭＰｅノードＢが
スタンドアローン（stand-alone）ｅノードＢ（したがって、自身のＵＥをハンドリング
するスタンドアローンセルとして動作することが可能である）である場合、ＣｏＭＰ Ｕ
Ｅに対して、上記基本ＣｏＭＰｅノードＢにより割り当てられるＣ－ＲＮＴＩは、また他
のＵＥに対する補助ＣｏＭＰｅノードＢによっても使用され得るように発生され得る。ま
た、上記補助ＣｏＭＰｅノードＢが上記ＣｏＭＰ ＵＥをサービスしている上記基本補助
ＣｏＭＰｅノードＢにより使用されるＣ－ＲＮＴＩを使用する場合、同一のＣ－ＲＮＴＩ
は、同一のキャリアで二つ又はそれ以上のＵＥにより使用され得る。しかしながら、上記
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同一のＣ－ＲＮＴＩが同一のキャリアで二つ又はそれ以上のＵＥにより使用される場合、
Ｃ－ＲＮＴＩ衝突問題が発生することがある。
【００８７】
　上記Ｃ－ＲＮＴＩ衝突問題を防止するために、上記ＵＥは、異なるＴＰに対して異なる
Ｃ－ＲＮＴＩで構成され得る。したがって、ＴＰに対するＣ－ＲＮＴＩの構成に基づいて
、上記ＵＥは、上記Ｃ－ＲＮＴＩを使用してＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対する上記ＵＥ
－特定検索空間を決定することができる。例えば、上記ＵＥは、上記ＴＰに対するＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ及びＰＤＳＣＨの上記サイクリックリダンダンシーチェック（cyclic
 redundancy check：ＣＲＣ）をスクランブリングするために上記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣ
ＣＨに対する上記ＵＥ－特定検索空間を決定することができる。
【００８８】
　補助ＣｏＭＰ ｅＮＢに対する上記Ｃ－ＲＮＴＩが上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢにより構成
される場合（例えば、ｅＮＢ間のＣｏＭＰをセットアップするためのＲＲＣメッセージの
一部として）、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢの選択のＣ－ＲＮ
ＴＩを決定し、上記ＵＥと関連されるＣ－ＲＮＴＩを構成し得る。特定の実施形態で、上
記ｅＮＢ間のＣｏＭＰをセットアップするプロセスの間、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢは、
Ｃ－ＲＮＴＩを選択し、上記選択されたＣ－ＲＮＴＩを上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢに転送
（forward）することが（Ｘ２インターフェースを介してのように）必要となる。これは
、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢが上記ＣｏＭＰ ＵＥに対する上記ｅノードＢ間のＣｏＭＰ上
位階層構成メッセージに上記新たなＣ－ＲＮＴＩを含めることを許可できる。
【００８９】
　特定の実施形態で、ｅＮＢ間のＣｏＭＰをセットアップするプロセスの間、上記基本Ｃ
ｏＭＰ ｅＮＢは、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢが上記ＣｏＭＰ ＵＥに対して使用する上記
Ｃ－ＲＮＴＩ値を上記一つ又はそれ以上の補助ＣｏＭＰ ｅＮＢに転送することが（例え
ば、Ｘ２インターフェースを介して）必要となる。上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢから上記Ｃ
－ＲＮＴＩを受信する場合、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記Ｃ－ＲＮＴＩが上記補助
ＣｏＭＰ ｅＮＢによりサービスされるＵＥのうち一つに対して既に使用されているかを
検査又は確認することができる。上記転送されたＣ－ＲＮＴＩが既に使用されている場合
、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記ＣｏＭＰ ＵＥに対する新たなＣ－ＲＮＴＩを選択し
得る。上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢは、その次に上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢが上記新たなＣ－
ＲＮＴＩを上記ＣｏＭＰ ＵＥに対する上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ上位階層構成メッセージ
に含めることができるように、上記新たなＣ－ＲＮＴＩを上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢに転
送する(例えば、Ｘ２インターフェースを介して）。これとは反対に、上記転送されたＣ
－ＲＮＴＩが上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢにより使用されていない場合、上記補助ＣｏＭＰ 
ｅＮＢは、但し上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢに対して転送されたＣ－ＲＮＴＩの受信を認知
できるだけである（例えば、Ｘ２インターフェースを介して）。上記認知（acknowledgem
ent）を受信する場合、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、より前に転送されたＣ－ＲＮＴＩが
上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢにより使用されることを仮定する。
【００９０】
　上記ＵＥに対する上記ｅノードＢ間のＣｏＭＰ構成メッセージは、上記ＵＥが上記補助
ＣｏＭＰ ｅＮＢに対して仮定する上記Ｃ－ＲＮＴＩ値を含むということに留意すべきで
ある。一般的に、多くの個数のＲＮＴＩがＣ－ＲＮＴＩに対して予約されているので、Ｃ
－ＲＮＴＩの衝突は、まれである。したがって、補助ＣｏＭＰ ｅＮＢに対するＣ－ＲＮ
ＴＩ値を上記ＵＥにシグナリングすることは、常に存在しないことがある。上記Ｃ－ＲＮ
ＴＩのシグナリングが存在しない場合、上記ＣｏＭＰ ＵＥは、上記基本ＣｏＭＰｅノー
ドＢに対するＣ－ＲＮＴＩと同一の、上記補助ＣｏＭＰｅノードＢに対するＣ－ＲＮＴＩ
を仮定する。
【００９１】
　Ｃ－ＲＮＴＩが補助ＣｏＭＰ ｅＮＢにより選択される実施形態、又は上記ＣｏＭＰ Ｕ
Ｅに対して使用されるＣ－ＲＮＴＩ値が基本ＣｏＭＰ ｅＮＢにより補助ＣｏＭＰ ｅＮＢ
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に転送される実施形態を使用する場合、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢによる上記選択された
Ｃ－ＲＮＴＩは、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢに対して使用されるＣ－ＲＮＴＩと同一であ
り得るという可能性が存在する。このような可能性によって、各サブ集合がｅＮＢ間のＣ
ｏＭＰに参加しているｅＮＢのうち一つに割り当てられるように上記ｅＮＢ間の追加的な
協調が上記Ｃ－ＲＮＴＩ集合をオーバーラップされないサブ集合に分割（partition）す
るために使用されることができる。上記追加的な協調は、異なるＴＰに対して使用される
上記Ｃ－ＲＮＴＩは異なることを保障し得る。
【００９２】
　特定の実施形態で、ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴに対して、物理リソースブロック（ｐhys
ical resource block：ＰＲＢ）は、一例で上記ＰＤＳＣＨに対するＰＲＢ割り当てがオ
ーバーラップされないＰＲＢになるように割り当てられることができる。少なくとも一部
の場合に対して、ＴＰにより割り当てられるＰＤＳＣＨに対するＰＲＢは、時間又は周波
数でオーバーラップされることが許可されないことがある。したがって、上記周波数リソ
ース分割又は上記時間リソース分割でのｅＮＢ間の協調は、上記ＰＤＳＣＨに対するＰＲ
Ｂが時間又は周波数でオーバーラップされないことを保障することが必要となり得る。
【００９３】
　また、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢには、上記ＵＥに対する上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢ自身
の選好される時間リソース又は選好される周波数リソースを決定する権限が与えられる。
この場合、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記一つ又はそれ以上の補助ＣｏＭＰ ｅＮＢに
（Ｘ２インターフェースを介してのように）上記一つ又はそれ以上のＣｏＭＰ ｅＮＢに
上記一つ又はそれ以上の補助ＣｏＭＰ ｅＮＢが上記ＵＥと使用を避けなければならない
上記時間－周波数リソース、又は等価的に、上記一つ又はそれ以上の補助ＣｏＭＰ ｅＮ
Ｂが上記ＵＥ（上記ＣｏＭＰ ＵＥのような）と使用しなければならない時間－周波数リ
ソースを通知するメッセージを送信することができる。
【００９４】
　例えば、ＰＲＢ＃１乃至ＰＲＢ＃５０でラベルされた５０個のＰＲＢが存在すると仮定
する場合、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、例えば、ＰＲＢ＃１乃至ＰＲＢ＃１０が上記Ｃ
ｏＭＰ ＵＥに対するスケジューリングの目的のために、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢによっ
て避けなければならないことを指示するメッセージを上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢに提供す
ることができる。しかしながら、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢから上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢ
への同一のメッセージは、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢが同時にサービスしている他のＵＥ
に対してＰＲＢ＃１乃至ＰＲＢ＃１０を使用できるようにするために、ＰＲＢ＃１乃至Ｐ
ＲＢ＃１０が上記ＣｏＭＰ ＵＥに対するスケジューリングの目的のために、上記補助Ｃ
ｏＭＰ ｅＮＢにより避けなければならないという指示のみで制限され得る。上記基本Ｃ
ｏＭＰ ｅＮＢから補助ＣｏＭＰ ｅＮＢへのメッセージのこのような指示制限は、例えば
、上記他のＵＥが上記ＣｏＭＰ ＵＥから遠く離れてある場合、上記ＣｏＭＰ ＵＥに対し
て過度でかつ所望しない干渉を生成しなく、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢにより他のＵＥに
対するＰＲＢの再使用を考慮し得る。ＰＲＢの特定集合の制限を指示するメッセージは、
全てのサブフレームに対して存在することもでき、又は上記全てのサブフレームのサブ集
合のためにのみ存在することもできるということが分かるべきである。
【００９５】
　以前に論議された通り、Ｎ個のＴＰがＵＥに対するｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴを遂行す
るために構成され得る。Ｎ＝２である場合では、ただ１個の補助ＣｏＭＰ ｅＮＢのみが
存在する。この場合、上記単一補助ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢの決定
のみを考慮すべき必要がある。しかしながら、Ｎ＞２である場合には、二つ又はそれ以上
の補助ＣｏＭＰ ｅＮＢが存在する。この場合、より高い平均受信信号電力を有するｅＮ
Ｂは、相対的により低い平均受信信号電力を有する他のｅＮＢに比べて、より高い平均受
信信号電力を有するｅＮＢ自身の望ましい時間周波数リソースの指示に対する優先順位を
獲得することができる。これによって、上記ｅＮＢｎ（ｎ＝１、…、Ｎ）は、ｎ番目の優
先順位（ｎ番目に高い平均受信信号電力）を有するｅＮＢとして表されることができ、し
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たがって、ｅＮＢ ｎは、ｅＮＢ１乃至ｅＮＢｎ－１の決定を考慮すべき必要がある。
【００９６】
　上記ｅＮＢの優先順位順序は、上記ＵＥにより測定される上記ｅＮＢの上記基準信号受
信電力（reference signal received power：ＲＳＲＰ）／チャンネル状態情報（channel
 state information：ＣＳＩ）－ＲＳＲＰに基づいて決定され得る。また上記平均受信信
号強さ又はチャンネル品質に影響を与える他の信号測定メトリックが、ＲＳＲＰ／ＣＳＩ
－ＲＳＲＰに追加的に又はＲＳＲＰ／ＣＳＩ－ＲＳＲＰの代わりに使用され得るというこ
とが分かるべきである。また、上記ＲＳＲＰ／ＣＳＩ－ＲＳＲＰ報告は、上記基本ＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢ又は上記一つ又はそれ以上の補助ＣｏＭＰ ｅＮＢに送信され得る。上記ＲＳＲ
Ｐ／ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定報告が上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢに対してのみ送信される場合
、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記他の補助ＣｏＭＰ ｅＮＢに上記優先順位順序を知ら
せることができる。その上、上記ＲＳＲＰ／ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定報告が全てのｅＮＢに
送信される場合、各ｅＮＢは、上記報告から上記各ｅＮＢ自身の優先順位を決定すること
ができる。
【００９７】
　上記リソースが時間及び周波数でオーバーラップされないように協調されるために、復
調－基準信号（demodulation-reference signal：ＤＭ－ＲＳ）ポート協調は、必要とな
らないことがある。したがって、各ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記ＣｏＭＰ ＵＥに対して、上
記ＤＭ－ＲＳポートを割り当てることに自由であり得る。
【００９８】
　ＰＲＢ割り当ては、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢが大部分の時間の間に、高いランクで送
信することができる場合で有益であり得る。また、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢからのオー
バーラップされないリソースの追加的な割り当ては、上記ＵＥ処理量を増加させることが
できる。図１１は、本開示によるＰＤＳＣＨに対するオーバーラップされないＰＲＢ割り
当ての一実施形態を示している。
【００９９】
　以前に論議された通り、時間／周波数分割は、ＣｏＭＰ ｅＮＢの間で使用され得る。
特定の実施形態で、ＣｏＭＰ ｅＮＢは、周波数－ドメイン－基盤リソース分割（partiti
oning）を使用することができる。また、セル間干渉協調（Inter-Cell Interference Coo
rdination：ＩＣＩＣ）でも知られている、周波数－ドメイン－基盤リソース分割方法（
ＬＴＥ Ｒｅｌ.８／９に定義されている周波数－ドメイン－基盤リソース分割方法などの
ような）は、セルのＰＲＢが一例で二つの集合に分割されるメカニズムを定義する。例え
ば、第１の集合のＰＲＢが一般的に上記セルのエッジでのＵＥよりもセル間干渉により非
常に少なく影響を受けるために、上記第１の集合のＰＲＢは隣接セルで再使用され得、一
般的に上記ｅＮＢに近いＵＥにスケジュールされ得る。追加的に、第２の集合のＰＲＢは
、全てのセルで再使用されることはできないが、Ｒ＞１の再使用係数を有することができ
る。このようなＰＲＢは、一般的に上記減少されるセル間干渉により増加される信号対干
渉及び雑音比（signal to inference plus noise ratio：ＳＩＮＲ）から利得を得るセル
－エッジＵＥのために予約され得る。図１２は、本開示による周波数－ドメイン－基盤Ｉ
ＣＩＣリソース割り当ての一実施形態を示している。特に、図１２は、上記セル－エッジ
に対するＲ＝３を使用するＩＣＩＣ分割を示している。
【０１００】
　したがって、特定の実施形態で、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢ間のＰＲＢ分割は、隣接ｅＮＢ
間の上記Ｘ２インターフェースを介して交換され得る相対的狭帯域送信電力（relative n
arrow band transmit power：ＲＮＴＰ）指示子により定義され得る。上記ＲＮＴＰ指示
子は、ＲＢに対応する各ビットを有するビットマップであり得、上記セルが上記ＲＢの送
信電力を下位制限未満で維持するように計画中であるか否かを指示する。上記ＲＮＴＰを
受信する場合、ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記他のＣｏＭＰ ｅＮＢにより使用されると指示さ
れるＲＢで上記ターゲットＵＥに対するデータをスケジュールすることができない。
【０１０１】
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　上記送信電力上位制限の値及び上記指示子により有効な周期は、構成可能であり、上記
ＴＰに対する期待送信電力及び上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ構成の推定された区間に関連する
上記関連ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴパラメータに基づいて上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢにより
設定され得る。
【０１０２】
　特定の実施形態で、周波数－ドメイン－基盤リソース分割を使用するＣｏＭＰ ｅＮＢ
に追加的に又は周波数－ドメイン－基盤リソース分割を使用するＣｏＭＰ ｅＮＢに対す
る代案として、ＣｏＭＰ ｅＮＢは時間－ドメイン－基盤リソース分割を使用することが
できる。向上したＩＣＩＣ（enhanced ICIC：ｅＩＣＩＣ）とも知られている上記ＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢ間の時間－ドメイン分割（ＬＴＥ Ｒｅｌ－１０時間－ドメイン－基盤リソース
分割のような）は、サブフレームを２個の集合に分割することができる。例えば、第１の
集合のサブフレームは、全てのセルにより使用されることができ、これに対して第２の集
合のサブフレームは、ただ特定セル（スモールセルのような）からのデータ送信のために
予約され得る。このような予約されたサブフレームは、ＡＢＳ（Almost Blank Subframe
）でデータ送信をスケジュールしないセルが一般的にマクロセルであり、依然として特定
制御チャンネル及び基準信号を送信してＵＥと（Ｒｅｌ８／９ＵＥのような）のバックワ
ード互換性（backwards compatibility）を保障するができるので、ＡＢＳと称される。
上記スモールセルは、上記マクロセル干渉が大部分除去されるために、上記スモールセル
の処理量を改善させるために、低いＳＩＮＲを有する（一般的に上記セル－エッジで）Ｕ
Ｅをスケジュールするために、上記ＡＢＳを使用することができる。上記パターンの周期
性は、上記同期アップリンクＨＡＲＱ動作に合せて調整されるように設計されることがで
きる。例えば、ＦＤＤネットワークに対して、上記周期性は、４０ｍｓの倍数である。図
１３は、本開示による時間－ドメイン－基盤ｅＩＣＩＣリソース割り当ての一実施形態を
示している。特に、図１３は、毎フレームに対して２個のＡＢＳを有するｅＩＣＩＣ Ａ
ＢＳパターンを示している。
【０１０３】
　上記ＡＢＳ構成は、ＡＢＳパターンメッセージを使用して上記Ｘ２インターフェースを
介してｅＮＢ間で交換され得る。上記周波数ドメインＩＣＩＣ接近方式と類似に、上記Ａ
ＢＳパターンは、セルが上記送信電力を上位制限未満で維持するように計画中であるか否
かを指示するビットマップであり得る。しかしながら、上記周波数ドメインＩＣＩＣ接近
方式とは異なり、上記ＡＢＳパターンビットマップは、サブフレーム単位で送信電力を上
位制限以下で維持されるように計画中であるか否かを指示することができる。したがって
、上記ＡＢＳパターンを受信する場合、ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記送信又は受信ＣｏＭＰ 
ｅＮＢが上記ＡＢＳサブフレームで送信できるか否かに基づいて、上記ターゲットＵＥに
対するデータを他のＣｏＭＰ ｅＮＢにより非ＡＢＳサブフレーム又はＡＢＳサブフレー
ムで各々指示されるサブフレームでスケジューリングすることを制限し得る。
【０１０４】
　上記送信電力上位制限の値及び上記ＡＢＳパターンの周期は、構成可能であり、上記Ｔ
Ｐに対する期待送信電力及び上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ構成の推定された区間に関連する上
記関連ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴパラメータに基づいて上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢにより設
定され得る。
【０１０５】
　特定の実施形態で、ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴに対して、物理リソースブロック（resou
rce block：ＰＲＢ）は、一例で上記ＰＤＳＣＨに対するＰＲＢ割り当てが独立的なＰＲ
Ｂ割り当てになるように割り当てられる。少なくとも一部の場合で、上記ＴＰにより割り
当てられるＰＤＳＣＨに対するＰＲＢは、独立的に割り当てられることができ、時間及び
周波数でオーバーラップされることが許可され得る（空間多重化を使用するように）。上
記オーバーラップは部分的であり、各ＴＰの時間／周波数リソースの側面で上記スケジュ
ーリング制限を緩和させる。充分のチャンネル推定品質を保障するために、ＰＤＳＣＨの
ための上記オーバーラップされるリソースブロックに対して各ＴＰにより使用されるＤＭ
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－ＲＳポートは、同一のポートインデックスを有することができない（したがって、二つ
の異なるＴＰに対するＤＭ－ＲＳポートは、直交的である）。特定の実施形態で、独立的
なＰＲＢ割り当ての下で、ＰＤＳＣＨに対するＤＭ－ＲＳポート割り当ては、上記ＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢ間で予め協調され得る。したがって、各ＰＲＢ割り当ては、例えば、上記基本
ＣｏＭＰ ｅＮＢが劣悪なチャンネル条件により、大部分の時間の間に低いランクを使用
して送信されることのみが可能な場合（上記ＵＥが受信可能なランクよりもより低いラン
クのような）、有益であり得る。また、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢからのオーバーラップ
されるリソースの追加的な割り当てを使用して、上記ＵＥ処理量が増加され得る。
【０１０６】
　ＰＤＳＣＨに対するＤＭ－ＲＳポート割り当て協調の一部例題を提供するために、Ｎ＝
２である場合（ＴＰの個数が２と同一であるような）を仮定する。最初の例題で、ＤＭ－
ＲＳポート７（Ｐ７）は、第１のｅＮＢ（ｅＮＢ１のような）に対して割り当てられるこ
とができ、ＤＭ－ＲＳポート８（Ｐ８）は、第２のｅＮＢ（ｅＮＢ２のような）に対して
割り当てられることができる。この例題で、ただ１個の送信階層が各ＴＰから送信され得
る。したがって、ＰＲＢ別送信階層の最大個数は、２である。また、割り当てられる全て
のＰＲＢペアに対して、上記ＵＥにより仮定されるＤＭ－ＲＳオーバーヘッドは、１２個
のリソースエレメント（resource element：ＲＥ）であり得る。追加的に、上記ＰＤＳＣ
Ｈリソースエレメント別エネルギー（energy per resource element：ＥＰＲＥ）対ＤＭ
－ＲＳエネルギー比は、上記ＵＥにより常に０ｄＢとなると仮定され得る。上記ＤＭ－Ｒ
Ｓポートは、上記ＤＣＩで指示され得る（ここから追加的に論議されるＤＣＩフォーマッ
ト２Ｂに対して使用されることと類似の）。各ＤＣＩは、上記トランスポートブロックの
うち一つがデセイブル（disable）され得るということを指示し、上記新規データ指示子
（new data indicator：ＮＤＩ）は、下記表４に示したように上記ＤＭ－ＲＳポートを指
示する。
【０１０７】
　＜表４＞：単一－アンテナポート送信（１個のトランスポートブロックがデセイブルさ
れた）に対するアンテナポート
【０１０８】

【表４】

【０１０９】
　ＤＣＩフォーマット２Ｂの再使用の代りに、新たなＤＣＩフォーマット（ＤＣＩフォー
マット２Ｂ’と称する）が修正でき、したがって上記第２のトランスポートブロックに対
する上記変調及びコーディング方式（ＭＣＳ）、ＮＤＩ及びＲＶ情報ビット（総８ビット
に対する）は、下記表５に示されているように上記ＤＭ－ＲＳポートを指示する１個のビ
ットに代替され得る。
【０１１０】
　＜表５＞：単一－アンテナポート送信に対するアンテナポート
【０１１１】

【表５】
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【０１１２】
　上記ＴＰに対するＰＤＳＣＨを受信する上記ＤＭ－ＲＳは、また準固定的に上記ＵＥに
シグナルされ得る。例えば、上位階層構成は、上記ＵＥにＥＰＤＣＣＨ集合に含まれてい
るＥＰＤＣＣＨからスケジュールされる上記ＰＤＳＣＨは、常にＤＭ－ＲＳ Ｐ８を使用
することを指示することができる。これは、上記特定のＥＰＤＣＣＨ及びその対応するＰ
ＤＳＣＨが常にＤＭ－ＲＳ Ｐ８が割り当てられた補助ＣｏＭＰ ｅＮＢから送信されるか
らである。他の例で、上記ＴＰに対するＰＤＳＣＨを受信するＤＭ－ＲＳポートは、ＣＳ
Ｉ－ＲＳリソースと関連されるように構成される上位階層であり得る。上記準共存ＣＳＩ
－ＲＳの指示を通して、上記ＰＤＳＣＨを受信する上記ＤＭ－ＲＳポートは、上記指示さ
れる準共存ＣＳＩ－ＲＳと関連されるＤＭ－ＲＳポートであり得る。
【０１１３】
　図１４は、本開示によるＰＤＳＣＨに対する少なくとも部分的にオーバーラップされる
ＰＲＢ割り当ての一実施形態を示している。この例題で、ＤＭ－ＲＳ Ｐ７／８は、第１
のｅＮＢ（ｅＮＢ１のような）に対して割り当てられることができ、ＤＭ－ＲＳ Ｐ９／
１０は、第２のｅＮＢ（ｅＮＢ２のような）に対して割り当てられることができる。この
例題で、各ＴＰから送信される送信階層の最大個数は、１、２、又は４であり得、異なる
ＴＰに対しては、異なることができる。割り当てられる全てのＰＲＢペアに対して、上記
ＵＥにより仮定され得るＤＭ－ＲＳオーバーヘッドは、２４個のＲＥであり得る。上記Ｐ
ＤＳＣＨ ＥＰＲＥ対ＤＭ－ＲＳ ＥＰＲＥ比は、上記ＵＥにより常に－３ｄＢとなると仮
定され得る。また、上記ＤＭ－ＲＳポートは、ＤＣＩ（ＤＣＩフォーマットＸのような）
で指示され得る。したがって、上記ＤＣＩのソース（ｅＮＢ１又はｅＮＢ２）に基づいて
、上記一つ又はそれ以上のアンテナポート、スクランブリング識別子及び指示される階層
の個数に対するＤＣＩビットは、相異なるように解析され得る。下記の表６は、上記一つ
又はそれ以上のアンテナポート、スクランブリング識別子及び指示される階層の個数に対
する上記ＤＣＩビットがｅＮＢ１（上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢのような）に対してどのよ
うに解析されるかを示しており、これに対して下記の表７は、上記一つ又はそれ以上のア
ンテナポート、スクランブリング識別子及び指示される階層の個数に対する上記ＤＣＩビ
ットがｅＮＢ２（補助ＣｏＭＰ ｅＮＢのような）に対してどのように解析されるかを示
している。表６及び表７の裏面の原則は、ｅＮＢに対する上記ＤＭ－ＲＳポートを同一の
コード分割多重化（code division multiplexing：ＣＤＭ）グループにマッピングするこ
とであり得る。
【０１１４】
　＜表６＞：ｅＮＢ１（例えば、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢ）に対するアンテナポート、
スクランブリング識別子及び階層の個数識別
【０１１５】
【表６】

【０１１６】
　＜表７＞：ｅＮＢ２（例えば、補助ＣｏＭＰ ｅＮＢ）に対するアンテナポート、スク
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ランブリング識別子及び階層の個数識別
【０１１７】
【表７】

【０１１８】
　上記に示されている表６及び表７に対して、二つのシグナリング実施形態が考慮され得
る。より高いランク（ランク＞２のような）に対してだけでなく、上記二つの実施形態に
対して、上記全てのＤＭ－ＲＳは、１２個のＲＥの一個のＣＤＭ集合内で送信され得る。
これは、上記二つのｅＮＢのＤＭ－ＲＳが別途のＤＣＭ集合から直交的に送信されるとい
うことを保障できる。第１の実施形態で、ランク２送信を使用して、ｎＳＣＩＤは、ラン
ク－２受信に対する改善された信頼性を考慮して０に固定され得る。しかしながら、第２
の実施形態で、上記ｎＳＣＩＤは、ランク２送信に対してでもＭＵ－ＭＩＭＯスケジュー
リングを使用する改善された柔軟性を考慮して０又は１で構成され得る。
【０１１９】
　＜表６＞又は＜表７＞が適用可能であるかは、上記スケジューリングＤＣＩがどこで検
出されるか又は上記物理ダウンリンク制御チャンネルのタイプに基づく。例えば、第１の
実施形態で、上記スケジューリングＤＣＩがＰＤＣＣＨで検出される場合、上記ＵＥは、
表６が適用可能であると仮定する。これとは異なり、上記スケジューリングＤＣＩがＥＰ
ＤＣＣＨで検出される場合、上記ＵＥは、表７が適用可能であると仮定する。第２の実施
形態で、上記スケジューリングＤＣＩが第１のＥＰＤＣＣＨ集合で検出される場合、上記
ＵＥは、表６が適用可能であると仮定する。これとは異なり、上記スケジューリングＤＣ
Ｉが第２のＥＰＤＣＣＨで検出される場合、上記ＵＥは、表７が適用可能であると仮定す
る。少なくとも上記第２の実施形態で、２個のｅＮＢは、上記２個のｅＮＢの各集合に基
づいて上記２個のｅＮＢのＰＤＳＣＨを独立的にスケジュールすることができる。例えば
、上記２個のｅＮＢのうち、第１のｅＮＢは、上記第１のｅＰＤＣＣＨ集合を使用するこ
とができ、上記２個のｅＮＢのうち、第２のｅＮＢは、上記第２のｅＰＤＣＣＨ集合を使
用することができる。第３実施形態で、ＴＰに対する上記ＰＤＳＣＨを受信するＤＭ－Ｒ
Ｓポートの集合（又は表６又は表７を仮定するかを決定する）は、ＣＳＩ－ＲＳリソース
と関連されるように構成される上位階層であり得る。上記準共存ＣＳＩ－ＲＳの指示を通
して、上記ＰＤＳＣＨを受信する上記ＤＭ－ＲＳポートの集合は、上記指示される準共存
ＣＳＩ－ＲＳと関連されるＤＭ－ＲＳポートであり得る。
【０１２０】
　少なくともＤＭ－ＲＳ ＲＥオーバーヘッド及び上記ＰＤＳＣＨ－ＥＰＲＥ対ＤＭ－Ｒ
Ｓ－ＥＰＲＥ比に関して、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢの各々が他のＣｏＭＰ ｅＮＢスケジュー
リング決定を追跡不可能であると仮定される。したがって、各ＣｏＭＰ ｅＮＢが常に他
のＣｏＭＰ ｅＮＢに割り当てられたＤＭ－ＲＳポートがＤＭ－ＲＳ送信に対して占有さ
れ、したがって、上記各ＣｏＭＰ ｅＮＢのＰＤＳＣＨデータを上記他のＣｏＭＰ ｅＮＢ
のＲＥにマッピングすることを避けられると仮定することが有益であり得る。これは、上
記ＵＥが上記ＰＤＳＣＨを受信する場合、上記ＵＥがいずれのＰＤＳＣＨも全ての可能な
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ＤＭ－ＲＳ位置にマッピングできないことを仮定することを意味することができる。
【０１２１】
　また、例えば、ＤＭ－ＲＳ Ｐ７乃至ＤＭ－ＲＳ Ｐ１０が上記ＣｏＭＰ ｅＮＢにより
割り当てられる場合、上記ＰＤＳＣＨに対する総ＤＭ－ＲＳ ＲＥオーバーヘッドが上記
ＵＥにより２４個のＲＥであると仮定されるので、上記ＵＥがＰＤＳＣＨレートマッチン
グ及び上記ＰＤＳＣＨ－ＥＰＲＥ対ＤＭ－ＲＳ－ＥＰＲＥ比に対して正確な仮定をするこ
とが重要である。追加的に、上記ＵＥは、また上記特定のＰＲＢに対して割り当てられて
いる実際ＰＤＳＣＨ ＤＭ－ＲＳポートに関係なく、上記ＰＤＳＣＨがＤＭ－ＲＳに対し
てこのような２４個のＲＥの近くにレートマッチングされることを仮定することができる
。上記ＰＤＳＣＨ－ＥＰＲＥ対ＤＭ－ＲＳ－ＥＰＲＥ比（以下、上記“電力比”）は、上
記送信階層の実際個数又は上記特定ＰＲＢに割り当てられているランクに関係なく、上記
ＵＥにより－３ｄＢとなると仮定され得る。
【０１２２】
　上記ＣｏＭＰ ｅＮＢ間の協調を通して、上記ｅＮＢはサブフレームで特定ＣｏＭＰ ｅ
ＮＢにより割り当てられるＤＭ－ＲＳポートを予め決定することができる。したがって、
上位階層シグナリング（例えば、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢによる）は、上記ＵＥに上記
ＰＤＳＣＨ ＤＭ－ＲＳオーバーヘッド及び上記電力比に関する適合した仮定を知らせる
ためにプロビジョン（provision）され得る。例えば、上位階層シグナリング（ＲＲＣシ
グナリングのような）は、１２個又は２４個のＲＥを上記ＰＤＳＣＨ ＤＭ－ＲＳオーバ
ーヘッド仮定として指示し、０又は－３ｄＢを上記電力比仮定として指示し得る。上記Ｄ
Ｍ－ＲＳオーバーヘッド及び電力比に対するシグナリングは、ジョイント（joint）する
ように遂行でき、したがって単一の、シグナルされる値は、ＤＭ－ＲＳオーバーヘッド及
び電力比の両方をジョイントするように指示され得る。一般的に、１２個のＲＥ又は２４
個のＲＥのＤＭ－ＲＳ ＲＥオーバーヘッドは、各々０ｄＢ及び－３ｄＢの電力比と関連
され得る。
【０１２３】
　時間／周波数分割の交換は、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢが上記ＣｏＭＰ ｅＮＢの送信を調整
するために使用され得る。例えば、二つのＣｏＭＰ ｅＮＢが上記ターゲットＵＥに対し
て各々１個の空間階層を送信中である場合、同一のダウンリンクリソースが二つのｅＮＢ
によりスケジュールされることが有益であり得る。上記ＴＰ間のタイトなスケジューリン
グ協調が仮定され得るｅＮＢ内のＣｏＭＰとは異なり、上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰの場合で
は、上記バックホールのレート及びレイテンシー制限によって、広範囲なスケジューリン
グ協調が実現不可能であることがある。したがって、充分のレベルの協調が、オーバーラ
ップされないＰＲＢ割り当ての下で、上述したように上記交換される周波数又は時間リソ
ース分割指示子を使用することによって獲得され得る。しかしながら、少なくともこの実
施形態を使用して、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記ターゲットＵＥに対して、上記ＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢによりスケジュールされるリソースを、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢの隣接ｅＮＢによ
る使用のために指示される上記ＲＢ又はサブフレームに合せて調整することができる。こ
のような接近方式が黙示的（implicit）なレベルの協調を達成する間、上記スケジューラ
は独立的に維持され、したがって上記スケジューラの隣接ｅＮＢのリソース割り当ての実
際的な認知を必要としないようになる。
【０１２４】
　特定の実施形態で、送信の調整の獲得は、ｅＮＢ間ＣｏＭＰ協調メッセージと共に含ま
れるＩＣＩＣ又はｅＩＣＩＣ指示子を上記ＣｏＭＰ ｅＮＢに送信することを含み得る。
ＩＣＩＣ又はｅＩＣＩＣ指示子は、またターゲットＵＥ又はその時間又は周波数情報が関
連のあるターゲットＵＥの集合を指示することができる。特定の実施形態で、上記ＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢは、上記全てのＵＥに対するＩＣＩＣ又はｅＩＣＩＣ分割を具現できる。これ
とは反対に、特定の実施形態で、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記ｅＮＢ間のＣｏＭＰ動作
によってサービスされている上記ＣｏＭＰ ｅＮＢのＵＥに対してのみ上記ＩＣＩＣ又は
ｅＩＣＩＣ分割を具現し得る。
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【０１２５】
　例えば、第１のＣｏＭＰ ｅＮＢ（ＣｏＭＰ ｅＮＢ１のような）は、ＲＮＴＰを介して
第２のＣｏＭＰ ｅＮＢ（ＣｏＭＰ ｅＮＢ２のような）に、ＣｏＭＰ ｅＮＢ１とＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢ２からのｅＮＢ間ＣｏＭＰ動作によりサービスされている第１のＵＥ（ＵＥ１
のような）に対する上記第１のＣｏＭＰ ｅＮＢのスケジューリング時、次のいくつのサ
ブフレームの間、ＲＢ１乃至ＲＢ２０が使用されることを指示し得る。これに対する応答
で、ＣｏＭＰ ｅＮＢ２は、上記指示されないＲＢでＵＥ１のスケジューリングを考慮す
る前に、まずＲＢ１乃至ＲＢ２０で上記ＵＥ１をスケジュールすることを選択する。
【０１２６】
　他の例題で、ＣｏＭＰ ｅＮＢ１は、ＡＢＳパターンを介してＣｏＭＰ ｅＮＢ２に、全
ての他のサブフレームが次の４０ｍｓ間にＡＢＳとなることを指示し得る。これに対する
応答で、ＣｏＭＰ ｅＮＢ２は、上記非ＡＢＳサブフレームで上記ターゲットとなるユー
ザに対してリソースをスケジュールし、残りのサブフレームで非ｅＮＢ間ＣｏＭＰユーザ
に対するリソースをスケジュールすることを選択し得る。これは、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢ
が上記スケジューリング決定が上記スケジューリング情報を直接的に交換しなくても調整
される可能性を改善させることを許可する。
【０１２７】
　上記オーバーラップされないＰＲＢ割り当てに対して導入された分割と類似に、追加的
なＩＣＩＣ及びｅＩＣＩＣ技術が、ＣｏＭＰ ｅＮＢの各々が異なるＵＥに送信する場合
、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢ間のリソース割り当ての部分的なオーバーラップにより発生し得
る潜在的な干渉を緩和させるために導入され得る。しかしながら、時間又は周波数リソー
スのハード（hard）又は厳格な分割を使用するオーバーラップされないＰＲＢ割り当てと
は異なり、“ソフト再使用（soft reuse）”戦略が使用されることができる。この場合、
同一のＲＮＴＰ又はＡＢＳパターンが上記Ｘ２インターフェースを介して交換され得るが
、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢは、選択基盤で上記ＣｏＭＰ ｅＮＢのＲＮＴＰ又はＡＢＳパター
ンを使用することができる。
【０１２８】
　例えば、第１のＣｏＭＰ ｅＮＢ（ＣｏＭＰ ｅＮＢ１のような）は、ＲＮＴＰを介して
第２のＣｏＭＰ ｅＮＢ（ＣｏＭＰ ｅＮＢ２のような）に、次のいくつのサブフレーム間
、ＲＢ１乃至ＲＢ２０が使用されることを指示し得る。これに対する応答で、ＣｏＭＰ 
ｅＮＢ２は、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢ２が上記残りの保護されないＲＢでスケジューリング
機会を使い尽くしたので、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢ２のＲＢで上記ターゲットとなるユーザ
に対するＲＢのみを選択することができる。
【０１２９】
　他の例題で、ＣｏＭＰ ｅＮＢ１は、ＡＢＳパターンを介してＣｏＭＰ ｅＮＢ２に、全
ての他のサブフレームが次の４０ｍｓ間にＡＢＳとなることを指示し得る。これに対する
応答で、ＣｏＭＰ ｅＮＢ２は、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢ２のＡＢＳサブフレームで上記ター
ゲットとなるユーザにリソースをスケジュールすることを選択することができるが、上記
非ＡＢＳサブフレームに対する送信電力よりは、低い送信電力で上記スケジュールするこ
とを選択することができる。したがって、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢ２は、上記ＣｏＭＰ ｅＮ
Ｂ２のサブフレームに対してｅＮＢ間の干渉を全体的に除去することでなく、減少させる
ことができる。
【０１３０】
　上記以前に論議された“ソフト再使用”動作具現に対する代案は、上記ＣｏＭＰ ｅＮ
ＢがＩＣＩＣ重み付け係数（weighting factor）０≦β≦１を使用することである。β＝
０である場合、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢは、他のｅＮＢから受信される上記ＲＮＴＰ又はＡ
ＢＳパターンを完全に無視し、独立的なリソース割り当てを具現し得る。β＝１である場
合、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢは、厳格な方式で他のｅＮＢから受信される上記ＲＮＴＰ又は
ＡＢＳパターンを使用することができ、オーバーラップされないＰＲＢ割り当てを具現し
得る。０＜β＜１に対して、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記ＣｏＭＰ ｅＮＢ自身のスケジ
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ューリングメトリックを使用して上記他のｅＮＢからの提案された分割に対する均衡を取
ることができる。上記βの値は、上記ネットワークでの干渉及び混雑条件の調整に対する
柔軟性を付与しながら、各ｅＮＢにより独立的に構成及び調整されるか、又は上記ネット
ワークにより設定され得る。
【０１３１】
　オーバーラップされないＰＲＢ割り当てと少なくとも部分的にオーバーラップされるＰ
ＲＢ割り当ての両方は、異なるチャンネル条件に対する利点を提供し、特定の実施形態で
、また上位階層シグナリング（ＲＲＣのような）がオーバーラップされないＰＲＢ割り当
てと少なくとも部分的にオーバーラップされるＰＲＢ割り当てのうち少なくとも一つ又は
オーバーラップされないＰＲＢ割り当てと少なくとも部分的にオーバーラップされるＰＲ
Ｂ割り当ての両方を使用してイネイブル（enable）されるＣｏＭＰ ｅＮＢを構成するた
めにプロビジョンされ得る場合に有益であり得る。例えば、オーバーラップされないＰＲ
Ｂ割り当て又は少なくとも部分的にオーバーラップされるＰＲＢ割り当てを使用して、Ｉ
ＣＩＣ又はｅＩＣＩＣ技術が上記ｅＮＢ間ＣｏＭＰ動作に追加して上記ネットワークで具
現され得る場合、上記周波数又は時間－ドメイン基盤分割情報は、黙示的に使用されるこ
とができ、ＣｏＭＰ ｅＮＢ間で交換され得る。これは、上記‘ロード指示（Load Indica
tion）’及び‘リソース状態報告開始（Resource Status Reporting Initiation）’Ｘ２
インターフェース手順を使用して遂行され得る。これとは異なり、上記ネットワークで構
成されているＩＣＩＣ又はｅＩＣＩＣとは独立的に、上記ＲＮＴＰ、又は上記ＡＢＳパタ
ーンは、ｅＮＢ間ＣｏＭＰ開始又は構成に特定の別途のＸ２協調メッセージを通して明示
的に（explicitly）指示され交換され得る。
【０１３２】
　特定の実施形態で、ＴＰにより送信される各ＴＢは、一つ又はそれ以上の送信階層に対
応する。各ＴＰ又はランクに対する送信階層の個数は相異であり得る。また、上記ＴＰに
よりＵＥに割り当てられる送信階層の最大個数は、上記ＴＰが使用可能な送信階層の最大
個数と同一であるか又はその未満であり得る。したがって、リソースブロックに対してＵ
Ｅが受信可能な送信階層の総個数は、上記ＵＥ能力を超過することができない。したがっ
て、上記ｅＮＢ間ＣｏＭＰ ＪＴに関連する全てのＴＰに対して、上記ＵＥ能力に対して
知らされることが必須であり得る。
【０１３３】
　特定の実施形態で、ＴＰがオーバーラップされないリソースブロック（オーバーラップ
されないＰＲＢ割り当ての使用のような）でＰＤＳＣＨを送信する時、上記基本ＣｏＭＰ
 ｅＮＢは一例として、上記Ｘ２インターフェースを介して上記一つ又はそれ以上の補助
ＣｏＭＰ ｅＮＢに、上記ＵＥに割り当てられる送信階層の最大個数を知らせることがで
きる。特定の実施形態で、ＴＰが同一の集合のリソースブロック（少なくとも部分的にオ
ーバーラップされるＰＲＢ割り当ての使用のような）でＰＤＳＣＨを送信する時、上記リ
ソースブロックに対する上記ＴＰによる送信階層の和は、上記ＵＥ能力を超過できない。
上記リソースブロックに対する上記ＴＰによる送信階層の和が上記ＵＥ能力を超過しない
ことを保障するために、各ＴＰへの送信が許可される送信階層の最大個数は、上記ＴＰ間
に予め協調され得る。上記ＴＰ間の協調は、ＴＰを連結するＸ２インターフェースを介し
て又は複数個のＴＰに接続している中央エンティティ（entity）を介したメッセージング
（messaging）により遂行され得る。
【０１３４】
　上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢが最大の受信電力を有するＴＰと仮定し、上記ＵＥが上記最
大の受信電力を有する上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢからのランク２割り当てを使用すると仮
定する場合、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢが上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢ自身の送信に対して、
上記送信階層の最大個数決定に対する優先順位を有することを許可することが有益であり
得る。オーバーラップされないＰＲＢ割り当てに対する上記時間／周波数リソース割り当
て優先順位ハンドリングと類似であるように、二つ以上のｅＮＢが存在する場合（Ｎ＞２
のように）、より高い受信信号電力を有するｅＮＢは、相対的により低い受信信号電力を
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とができる。したがって、ｅＮＢｎ（ここで、ｎ＝１、…、Ｎ）をｎ番目優先順位を有す
るｅＮＢと示すことによって、ｅＮＢｎは、ｅＮＢ１乃至ｅＮＢｎ－１の決定を考慮する
ことができる。上記ｅＮＢの優先順位順序は、上記ｅＮＢの上記ＵＥにより測定されるＲ
ＳＲＰ／ＣＳＩ－ＲＳＲＰに基づいて決定され得る。上記受信信号強さ又はチャンネル品
質を反映する他の信号測定メトリックは、排除されることができない。特定の実施形態で
、上記ＲＳＲＰ／ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定報告が上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢのみに送信され
る場合、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢは、他の補助ＣｏＭＰ ｅＮＢに上記優先順位順序を知
らせることができる。特定の実施形態で、上記ＲＳＲＰ／ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定報告が全
てのｅＮＢに送信される場合、各ｅＮＢは、上記報告から上記各ｅＮＢ自身の優先順位を
決定することができる。
【０１３５】
　二つのＴＢがイネイブルされる場合、例えば、ＬＴＥ Ｒｅｌ－８－１１で、一般的に
第１のＴＢ（ＴＢ１のような）は、コードワード（codeword：ＣＷ）０にマッピングされ
、第２のＴＢ（ＴＢ２のような）は、ＣＷ１にマッピングされ得る。しかしながら、３Ｇ
ＰＰ ＴＳ３６.２１２ Ｖ１１.１.０（２０１２－１２）セクション５.３.３.１.５に開
示されているようなコードワードマッピングに対するトランスポートブロックを交換する
ためには、ＤＣＩフォーマット２のコードワード交換フラッグ（codeword swap flag）に
対するトランスポートブロックを使用することも可能である。この場合、ＴＢ１はデセイ
ブルされ、ＴＢ２はイネイブルされ、ＴＢは、またＣＷ０にマッピングされ得る。上記コ
ードワードインデックス（０又は１のような）（上記セルｉｄ及びＣ－ＲＮＴＩ以外の）
は、上記トランスポートブロックビットをスクランブリングするために使用されるスクラ
ンブリングシーケンス（scrambling sequencｅ）を開始するために使用され得る。
【０１３６】
　ｅＮＢ間ＣｏＭＰに対して、特定の実施形態で、上記各ＣｏＭＰ ｅＮＢからのＴＢは
ＣＷインデックスにマッピングされ得る。例えば、ＣｏＭＰ ｅＮＢからのＴＢは、ＴＢ
－対－ＣＷマッピングが各ＰＤＳＣＨに対してＲｅｌ－８に開示されているように遂行さ
れると仮定することによって、ＣＷインデックスにマッピングされ得る。他の例題で、各
ＣｏＭＰ ｅＮＢは、上記ＵＥにただ１個のＴＢのみを送信することができる。また、Ｎ
＝２（二つのＴＢが存在し、そのうち一個は上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢ（ＴＢ１）からで
あり、残りの一個は、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢ（ＴＢ２）であるように）を仮定する場
合、上記各ＰＤＳＣＨに対するＴＢは、下記表８に示されているようにＣＷ０にマッピン
グされ得る。もう一つの例題で、各ＣｏＭＰ ｅＮＢは、最大２個のＴＢを送信すること
ができ、したがって、上記ＴＢ－対－ＣＷマッピングは、表９に示されているように具現
され得る。
【０１３７】
　＜表８＞：各ｅＮＢに対する独立的なＴＢ－対－ＣＷマッピング。各ｅＮＢに対する１
個のＴＢ。
【０１３８】
【表８】

【０１３９】
　＜表９＞：各ｅＮＢに対する独立的なＴＢ－対－ＣＷマッピング。各ｅＮＢに対して最
大２個のＴＢ。
【０１４０】
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【表９】

【０１４１】
　上記コードワードインデックス（ｑ）が与えられる場合、上記ＰＤＳＣＨは、次の３Ｇ
ＰＰ ＴＳ２６.２１１ Ｖ１１.１.０（２０１２－１２）のセクション６.３.１のように
初期化されたスクランブリングシーケンスを使用してスクランブリングされ得る：
【０１４２】
【数６】

【０１４３】
　ここで、ｎＲＮＴＩは、上記構成されたＲＮＴＩ値であり、ｑは、上記コードワードイ
ンデックスであり、ｎｓは、上記サブフレームインデックスであり、
【０１４４】

【数７】

【０１４５】
は上記セルｉｄである。
【０１４６】
　一例で、複数のＴＰからの複数のＴＢは、同一のキャリアで同一のサブフレームで同一
のコードワードにマッピングされ得る。結果的に、上記ＰＤＳＣＨスクランブリングは、
与えられたサブフレームに対して異なるｅＮＢに対して同一の方式で遂行され得る。異な
るｅＮＢに対する上記ＰＤＳＣＨを相異なるようにスクランブリングすることは（上記Ｐ
ＤＳＣＨを固有にスクランブリングすることのような）、干渉ランダム化を助けることが
できる。特定の実施形態で、上記異なるｅＮＢに対するＰＤＳＣＨを異なるようにスクラ
ンブリングすることは、ＵＥに対する仮想Ｃ－ＲＮＴＩを構成することを含み得る。少な
くともこの実施形態で、上記ＵＥは、仮想Ｃ－ＲＮＴＩが一つ又はそれ以上の補助ｅＮＢ
のＰＤＳＣＨをディスクランブル（descramble）すると仮定する。Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｒｅｌ
－８に説明されているＣ－ＲＮＴＩのような）は、依然として上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢ
のＰＤＳＣＨをディスクランブルするために使用され得る。特に、３ＧＰＰ ＴＳ３６.２
１１ Ｖ１１.１.０（２０１２－１２）のセクション６.３.１に明示されているように、
上記ＰＤＳＣＨに対するスクランブリングシーケンスの初期化は、次のようになるように
修正され得る：
【０１４７】

【数８】

【０１４８】
　ここで、nRNTIは、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢ（ｅＮＢ１）からのＰＤＳＣＨ送信と関連
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されるＣ－ＲＮＴＩに対応し、nVRNTIは、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢ（ｅＮＢ２）からの
ＰＤＳＣＨと関連される上記仮想Ｃ－ＲＮＴＩに対応する。上記ＣｏＭＰ ｅＮＢからの
単一ＴＢが表８示されているようにコードワード０にマッピングされる場合、ｑは０と同
一であり得る（ｑ＝０のように）ことに留意すべきである。
【０１４９】
　また、特定の実施形態で、上記仮想Ｃ－ＲＮＴＩは、上記ＰＤＳＣＨをスクランブリン
グするためにのみ使用されることができる。追加的に、特定の実施形態で、上記仮想Ｃ－
ＲＮＴＩは、上記ＴＰに対して構成されるＣ－ＲＮＴＩと同一であり、したがって上記仮
想Ｃ－ＲＮＴＩは、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対する上記ＵＥ－特定検索空間を決定す
るために上記Ｃ－ＲＮＴＩを代替するために使用されるか、又は上記補助ＣｏＭＰ ｅＮ
Ｂに対する上記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのＣＲＣのスクランブリングのためのＣ－ＲＮ
ＴＩを代替するために使用されることができる。
【０１５０】
　特定の実施形態で、上記異なるｅＮＢに対するＰＤＳＣＨをスクランブリングすること
は、ＵＥに対する仮想セルｉｄを構成することを含み得る。少なくともこの実施形態で、
上記ＵＥは、仮想Ｃ－ＲＮＴＩが上記一つ又はそれ以上の補助ｅＮＢのＰＤＳＣＨをディ
スクランブルすると仮定する。上記サービングセルｉｄ（Ｒｅｌ－８に開示されている上
記サービングセルｉｄのような）は、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢのＰＤＳＣＨをディスク
ランブリングするために依然として使用され得る。特に、ＴＳ３６.２１１ Ｖ１１.１.０
（２０１２－１２）のセクション６.３.１に明示されているような上記ＰＤＳＣＨに対す
るスクランブリングシーケンスの初期化は、次のようになるように修正され得る：
【０１５１】
【数９】

【０１５２】
　ここで、
【０１５３】

【数１０】

【０１５４】
は上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢ（ｅＮＢ１）に対するサービングセルｉｄに対応し、
【０１５５】

【数１１】

【０１５６】
は上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢ（ｅＮＢ２）に対する仮想セルｉｄに対応する（したがって
、上記仮想セルｉｄは、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢのＰＣＩになるように設定され得る）
。上記ＣｏＭＰ ｅＮＢからの単一ＴＢが表８示されているようにコードワード０にマッ
ピングされる場合、ｑは０と同一であり得る（ｑ＝０のように）ことに留意すべきである
。
【０１５７】
　特定の実施形態で、上記異なるｅＮＢに対してＰＤＳＣＨを異なるようにスクランブリ
ングすることは、ＵＥに対する仮想Ｃ－ＲＮＴＩ及び仮想セルｉｄを構成することを含み
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得る。
【０１５８】
【数１２】

【０１５９】
　特定の実施形態で、上記異なるｅＮＢに対するＰＤＳＣＨをスクランブリングすること
は、上記異なるＣｏＭＰ ｅＮＢからのＴＢを異なるコードワードインデックスにマッピ
ングすることを含み得る。例えば、ＣｏＭＰ ｅＮＢから１個のＴＢ送信が存在すると仮
定する場合、二つのＴＢに対して、下記表１０示されているように上記基本ＣｏＭＰ ｅ
ＮＢからのＴＢは、ＣＷ０にマッピングされ、上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢからのＴＢは、
ＣＷ１にマッピングされ得る。他の例題で、ＣｏＭＰ ｅＮＢ別に最大二つのＴＢが存在
できると仮定する場合、下記表１１示されているように、上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢから
のＴＢはＣＷ０及びＣＷ１にマッピングされ、これに対して上記補助ＣｏＭＰ ｅＮＢか
らのＴＢはＣＷ２及びＣＷ３にマッピングされ得る。特定の実施形態で、表８又は表９に
示された上記ＴＢ－対－ＣＷマッピング方法は、オーバーラップされないＰＲＢ割り当て
に対して有益であり、これに対して表１０又は表１１に示された上記ＴＢ－対－ＣＷマッ
ピング方法は、少なくとも一部がオーバーラップされるＰＲＢ割り当てに対して有益であ
り得る。上位階層シグナリングは、表８又は表９及び表１０又は表１１間でＵＥ仮定をス
イッチするために使用され得る。
【０１６０】
　＜表１０＞：２個のＴＰに対してＴＰからの１個のＴＢを仮定する場合のＴＢ－対－Ｃ
Ｗマッピング。
【０１６１】
【表１０】

【０１６２】
　＜表１１＞：２個のＴＰに対してＴＰからの複数のＴＢを仮定する場合のＴＢ－対－Ｃ
Ｗマッピング。
【０１６３】

【表１１】

【０１６４】
　特定の実施形態で、上記ＵＥがサブフレームで複数のＰＤＳＣＨを受信することが期待
できるために、上記ＵＥは、また受信された各ＰＤＳＣＨがどのようにディスクランブル
されるかを決定することができる。特定の実施形態で、上記ＵＥは、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤ
ＣＣＨでダイナミックシグナリング（dynamic signaling）を通して特定のディスクラン
ブリング仮定を指示するＰＤＳＣＨを受信することができる。例えば、上記ＵＥは、上記
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仮想Ｃ－ＲＮＴＩ、上記仮想セルｉｄ、又はコードワードインデックスのうち少なくとも
一つを使用してＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨでダイナミックシグナリングを通した特定のデ
ィスクランブリング仮定を指示するＰＤＳＣＨを受信することができる。特定の実施形態
で、上記特定ディスクランブリング仮定を指示するＰＤＳＣＨは、また黙示的に遂行され
得る。例えば、上記仮想Ｃ－ＲＮＴＩが上記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ ＣＲＣチェック
サム（checksum）を確認するために使用された場合、上記ＰＤＳＣＨは、また上記仮想Ｃ
－ＲＮＴＩを仮定してディスクランブリングできる。特定の実施形態で、上記物理制御チ
ャンネルのタイプは、上記ＰＤＳＣＨディスクランブリング仮定を差動化させるために使
用され得る。例えば、上記ＰＤＳＣＨに対する制御情報がＰＤＣＣＨで検出された場合、
上記ＰＤＳＣＨ（上記Ｒｅｌ.８ＰＤＳＣＨのような）ディスクランブリングが上記ＵＥ
により仮定され得る。これとは反対に、上記制御情報がＥＰＤＣＣＨで検出された場合、
新たなＰＤＳＣＨディスクランブリング（上記仮想Ｃ－ＲＮＴＩ、上記仮想セルｉｄ、又
はコードワードインデックスのうち少なくとも一つを使用することのような）が上記ＵＥ
によりその代わりに仮定され得る。特定の実施形態で、異なるＰＤＳＣＨディスクランブ
リング仮定を指示され得る異なるＥＰＤＣＣＨ集合は、上位階層シグナリングを通して構
成され得る。
【０１６５】
　上記のような実施形態は、コードワードマッピング及びＰＤＳＣＨスクランブリングに
関するものであるが、類似の原則が上記ＵＥにより基本及び補助ＣｏＭＰ ｅＮＢの差動
化をイネイブルさせるために使用され得る。
【０１６６】
　特定の実施形態で、ｅＮＢ間の物理制御チャンネル干渉を防止するために、上記物理制
御チャンネルは、異なるＣｏＭＰ ｅＮＢが時間及び周波数でオーバーラップされないよ
うにするために上記ＵＥによりモニターされ得る。特定の実施形態で、異なるＣｏＭＰ 
ｅＮＢが時間及び周波数でオーバーラップされないように上記ＵＥが物理制御チャンネル
をモニターリングすることは、上記ＰＤＣＣＨで上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢからＤＣＩを
送信することとＥＰＤＣＣＨ集合内のＥＰＤＣＣＨで補助ＣｏＭＰ ｅＮＢからＤＣＩを
送信することを含み得る。特定の実施形態で、異なるＣｏＭＰ ｅＮＢが時間及び周波数
でオーバーラップされないように上記ＵＥが物理制御チャンネルをモニターリングするこ
とは、第１のＥＰＤＣＣＨ集合内のＥＰＤＣＣＨで上記基本ＣｏＭＰ ｅＮＢからＤＣＩ
を送信することと第２のＥＰＤＣＣＨ集合内のＥＰＤＣＣＨで補助ＣｏＭＰ ｅＮＢから
上記ＤＣＩを送信することを含み得る。少なくとも、二つの異なるＥＰＤＣＣＨ集合を含
む実施形態で、上記二つのＥＰＤＣＣＨ集合は、上記ＵＥによって準共存されると仮定さ
れることができない。上記ＣＲＳレートマッチング仮定は、また異なるＥＰＤＣＣＨ集合
に対して異なる。
【０１６７】
　特定の実施形態で、１個のコードワードのみがＣｏＭＰ ｅＮＢから送信されることが
許可されるが、ＣｏＭＰ ｅＮＢからのマルチ－階層送信がサポートされると仮定する場
合、コードワード－対－階層マッピングは、単一コードワード－対－階層マッピング（Ｒ
ｅｌ.１１でのような）が再送信に対してのみ適用可能であるために、サポートされるこ
とができない。しかしながら、特定の実施形態で、ただ１個のコードワードのみがＣｏＭ
Ｐ ｅＮＢから送信されることが許可され、これに対してＣｏＭＰ ｅＮＢからのマルチ－
階層送信は、ｅＮＢ間のＣｏＭＰ ＪＴが構成されるために（新たな送信モードでのよう
に）サポートでき、したがって上記単一コードワード－対－マルチ階層マッピングは、上
記初期送信のために使用され得る。下記表１２に示されているような３ＧＰＰ ＴＳ３６.
２１１ Ｖ１１.１.０（２０１２－１２）で表６.３.３.２－１から修正される）空間マル
チプレキシングに対する上記コードワード－対－階層マッピングは、初期送信及び再送信
の両方に対するｅＮＢ間ＣｏＭＰ動作で各ＣｏＭＰ ｅＮＢに対して適用可能であり得る
。
【０１６８】
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　＜表１２＞：ｅＮＢ間ＣｏＭＰに対する空間多重化のためのコードワード－対－階層マ
ッピング
【０１６９】
【表１２】

【０１７０】
　上述したように、ＤＣＩフォーマットは、特定ＣｏＭＰ ｅＮＢに対するＤＭ－ＲＳポ
ートに対する指示として使用され得る。以前に論議されたように、新たなＤＣＩフォーマ
ット（ＤＣＩフォーマット２Ｂ’と称される）は、修正でき、したがって上記第２のトラ
ンスポートブロックに対する上記変調及びコーディング方式（modulation and coding sc
heme：ＭＣＳ）、ＮＤＩ及びＲＶ情報ビット（総８ビットに対する）は、以前に表５で示
されているように上記ＤＭ－ＲＳポートを指示する１ビットに代替され得る。また、表１
３は、上記ＤＣＩフォーマット２Ｂ’を使用して送信することができる情報の一実施形態
を示している。
【０１７１】
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【表１３】
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【０１７２】
　ＤＣＩフォーマットＸは、レガシーＤＣＩフォーマット２Ｄの第２のトランスポートブ
ロックに対する上記ＭＣＳ、ＮＤＩ及びＲＶ情報ビット（総８ビット）を除去することに
よって、又は一つ又はそれ以上のアンテナポート、スクランブリング識別子及び階層の個
数を上記レガシーＤＣＩフォーマット１／１Ａに追加させることによって構成され得る。
アンテナポート、上記スクランブリング識別子及び上記送信階層の個数を指示する表は、
以前に示されている表６又は表７に代替され得る。上記トランスポートブロックは、コー
ドワード０にマッピングされ得る。上記コードワード－対－階層マッピングは、表１２に
よって明示される。下記の表１４は、上記ＤＣＩフォーマット１／２Ｄを修正することに
よって獲得されるＤＣＩフォーマットＸ定義を示している。
【０１７３】
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【表１４】
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【０１７４】
　特定の実施形態で、上述したような多様な機能（上記多様なｅＮＢ協調方法などのよう
な）がコンピュータプログラムによって具現されるか又はサポートされ、上記コンピュー
タプログラムの各々は、コンピュータリ―ド可能プログラムコードから形成され、コンピ
ュータリ―ド可能媒体で実施される。上記用語“コンピュータリ―ド可能プログラムコー
ド”は、ソースコード（source code）、オブジェクトコード（objectcode）及び実行可
能コードを含むいずれのタイプのコンピュータコードでも含み得る。上記用語“コンピュ
ータリ―ド可能媒体”はリ―ドオンリメモリ（read only memory:ＲＯＭ）、ランダムア
クセスメモリ（random access memory：ＲＡＭ）、ハードディスクドライブ、コンパクト
・ディスク（compact disc：ＣＤ）、デジタルビデオディスク（digital video disc：Ｄ
ＶＤ）、又は他のタイプのメモリのような、コンピュータによりアクセス可能ないずれの
タイプの媒体でも含む。“非一時的な（non-transitory）”コンピュータリ―ド可能媒体
は、 一時的な電気（transitory electrical）又は他の信号を電送する有線、無線、光、
又は他の通信リンクを排除する。非一時的コンピュータリ―ド可能媒体は、データが永久
的に保存され得るメディア、再記録可能光ディスク又は削除可能メモリデバイスのような
、データが保存され得、上書きするメディアを含む。
【０１７５】
　本開示の詳細な説明において、いずれでも特定のエレメント、ステップ、又は機能が請
求項の範囲に必ず含まれなければならない必須エレメントと解釈されてはならなく、特許
される対象の範囲は、請求範囲のみによって定義される。
【符号の説明】
【０１７６】
　　１００　無線ネットワーク
　　１０１　ｅＮＢ
　　１０２　ｅＮＢ
　　１０３　ｅＮＢ
　　１１１　ＵＥ
　　１１２　ＵＥ
　　１１３　ＵＥ
　　１１４　ＵＥ
　　１１５　ＵＥ
　　１１６　ＵＥ
　　１２０　カバレッジ領域
　　１２５　カバレッジ領域
　　２００　送信経路
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　　２０５　チャンネルコーディング及び変調ブロック
　　２１０　直列－並列ブロック
　　２１５　サイズＮ ＩＦＦＴブロック
　　２２０　並列－直列ブロック
　　２２５　サイクリックプレフィックス追加ブロック
　　２３０　アップコンバータ（ＵＣ）
　　２５０　受信経路
　　２５５　ダウンコンバータ（ＤＣ）
　　２６０　サイクリックプレフィックス除去ブロック
　　２６５　直列－並列ブロック
　　２７０　サイズＮ　ＦＦＴブロック
　　２７５　並列－直列ブロック
　　２８０　チャンネルデコーディング及び復調ブロック
　　３０５　アンテナ
　　３１０　ＲＦ送受信器
　　３１５　ＴＸ処理回路
　　３２０　マイクロフォン
　　３２５　ＲＸ処理回路
　　３３０　スピーカ
　　３４０　メインプロセッサ
　　３４５　Ｉ／Ｏインターフェース
　　３５０　キーパッド
　　３５５　ディスプレイ
　　３６０　メモリ
　　３６１　ＯＳプログラム
　　３６２　アプリケーション
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